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寺田　 カース ト競合の 「場」 としてのカ リスマ的演奏家

　　カ ース ト競 合 の 「場」 と して の カ リス マ的演 奏 家

一T .N.ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピ ッライ と南イ ソ ド古典音楽文化一

　　　　　　　 　　　 寺 　 　田 　 吉 　 　孝*

  A Charismatic Musician as a Site for Caste Rivalry: 

T. N. Rajarattinam Pillai and Music Culture in South India

Yoshitaka TERADA

   Tiruvavadudurai N. Rajarattinam Pillai (1898-1956) was an un-

disputed master of the  nagasvaram (a double-reed aerophone) in South 

Indian classical music. Because of his exceptional musicality and color-

ful personal life, Rajarattinam Pillai has commanded attention from, 

and exerted tremendous influence over, other performers, connoisseurs, 

and patrons, both during and after his lifetime. In this article, I docu-

ment the heterogeneous interpretations of Rajarattinam Pillai by the 

three prominent caste groups of musicians and patrons: Brahmans, Isai 

V lalars and Maruttuvars. By doing so, I aim to demonstrate that the 
identity of their musical traditions is contested through the act of inter-

preting Rajarattinam Pillai's music and life. The relationship between 
these three groups is highly ambivalent and sensitive, and the existence of 

their rivalry and conflict is widely acknowledged but seldom discussed 

publicly or written about. 
   Classical music in South India is divided into two traditions today: 

Periya Melam music and Karnataka music. Periya Melam is a genre of 

instrumental music which accompanies daily worship and calendrical 

festivals at Hindu temples as well as lifecycle rituals such as weddings. 

The ensemble features nagasvaram of which Rajarattinam Pillai was a 

master and the tavil (double-headed drum) . Karnataka music ensemble 

most typically features a vocalist accompanied by a violinist and a 
mridangam (drum) player, and is performed most prominently in con-
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cert-hall recitals. 

   I aim to inquire how the discourse on Rajarattinam Pillai is socially 

and politically significant in South Indian music culture, instead of 

yielding to the notion that the genius is a self-complete unit for analysis, 
and asking only what musical features make this particular individual a 

genius. The changing positions of the three groups examined in this arti-
cle in social and musical hierarchy can be identified as simultaneously 

affecting and reflecting the interpretation of Rajarattinam Pillai. 

   For Brahmans, the trenchant attack on Brahmanical culture in the 

non-Brahman sociopolitical movements during this century generated 

the need to establish a cultural arena in which to ascertain their threat-

ened identity and to maintain moral superiority. Constructed with anec-

dotes of Rajarattinam Pillai, their perception of Isai  Vlalars as corrupt, 

uneducated and unrefined has provided Brahmans with an effective 

pretext for refusing non-Brahmans due public recognition, and has 
therefore enabled Brahmans to project Karnataka music as their own 
cultural arena. 

   The Isai Vlalars find in Rajarattinam Pillai a means of symbolic 

cultural resistance to Brahman hegemony. Although their counter inter-

pretations are rarely advanced face to face with Brahmans to avoid 
retaliation, Isai Trlalars can maintain pride in their own musical heritage 

and even a sense of musical superiority by projecting the image of Ra-

jarattinam Pillai as a musician with unprecedented talent who fought 
against Brahman dominance. The discourse on Rajarattinam Pillai also 

serves to legitimize the drastic changes in Periya Melam music during his 

lifetime and its increasing alienation from the original ritual perform-

ance context. 

   Analysis of the differences in interpretation of Rajarattinam Pillai 
between Isai Vlalars and Maruttuvars reveals some aspects of the com-

plex interplay between dominant and subordinate discourses. The ap-

propriation of the primacy of vocal music by Isai Velalars for maintain-
ing a superior position to the Maruttuvar musicians has the effect of rein-

forcing Brahman appropriation of the same aspect of music against Isai 

Vlalars themselves. This unwitting endorsement and reinforcement of 

dominant discourse is not uncommon among subordinate groups. 
While the non-Brahman musicians criticize the tendency for preferential 

treatment of Brahman musicians by Brahman-controlled organizations, 

once they are individually given benefits, such as performance oppor-

tunities, awards and musical titles, from the same organizations, the 

prestige associated with organizations is often utilized to establish their 
superior position against other members.



寺田　 カース ト競合 の 「場」 としてのカ リスマ的演奏家

   As Hobsbawm and Ranger's important study, Invention of  Culture 

(1983) , and many others inspired by it inform us, the past is used for the 
manipulation of the present. In order to account for, justify, under-

stand, and criticize the present, the past is selectively appropriated, 
remembered, forgotten or invented. Multiple interpretations of Rajarat-

tinam Pillai reflect and embody the distribution and exercise of power in 

South Indian music culture, as the polysemy of his charisma derives 
from, and corresponds to, the conflicting yet interdependent relation-

ships between Brahmans and non-Brahmans and between non-Brahman 

groups. Rajarattinam Pillai serves as a site of contestation where a 
multitude of interpretations are accorded to his attributes for the 

legitimization of one's desired position and for securing one's identity.

1.は じめに

2,カ リスマ的音楽家の分 析

3.南 イ ソ ド古典音楽 文化におけ るカ ース

　　 ト関係

4.ラ ー ジャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライに関

　　す る複数の解釈

　A.音 楽的属性

　　　 即興演奏

　　　 声楽

　　　 師弟関係

　 R　 生活習慣 ・性向

　　　 飲食 の習慣

　　　気 ま ぐれな性格

　　　性的過剰

　　　贅沢指向 と経済観念の欠如

　C.イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラルの対抗的解

　　　 釈

　　　 抵抗 としての模倣

　　　 「三楽聖 」 の反 転像 として の ラーi

　　　 ヤラッテ ィナム ・ピッライ

　D.イ サ イ ・ヴェー ラーラルの葛藤

5.マ ル ッ トゥヴァル演奏家の場合

6.お わ りに

1.は じ め に

　 本 稿 は,南 イ ソ ド古 典 音 楽 に おけ る カ ース ト関 係 の 諸側 面 を,一 人 の カ リス マ的 演

奏 家 に関 す る言説 の分 析 を とお して ドキ ュ メ ソ トす る試 み で あ る。T.　N,ラ ー ジ ャラ

ッテ ィナ ム ・ピ ッライ(Tiruvavadudurai　 Natesan　 Rajarattinam　 Pillai,1898-1956)は,

ナ ー ガ ス ワラ ム(nagasvaram)と 呼 ぼ れ る オ ー ボ エ 型 の 楽 器(重 舌 の リー ドを つ け

て演 奏 す る気 鳴 楽器)の 名 手 で あ り,彼 の 卓抜 した 音 楽 性 とカ リス マ的 な性 格 は,他

の演 奏 家,聴 衆,パ トロ ンた ち の注 目の 的 とな ったぽ か りで な く,こ の音 楽 の ジ ャ ソ

ル に お け る演 奏 慣 習 や コ ソテ クス トの変 化 に 多大 な影 響 を 及 ぼ した。 ラ ー ジ ャ ラ ッテ

285



国立民族学博物館研究報告　 22巻2号

イナ ム ・ピ ッライ の影 響 力 は,現 在 の音 楽文 化 に お い て もい くら も遜 色 して い な い1㌧

とい うのは,音 楽 伝 統 を 担 うカ ース ト集 団 間 の複 雑 な競 合 関 係 にお いて,ラ ー ジ ャラ

ッテ ィナ ム ・ピ ッラ イが 依然 と して戦 略 的 に重 要 な位 置 を 占め,彼 に 関 す る言 説 が 南

イ ソ ド古 典 音 楽 のアイデンティ テ ィー に関 す る相 反 す る解 釈 を主 張 し,競 い合 う 「場 」

の一 つ とな って い るか らで あ る。

　 現 在 の 南 イ ン ド古 典 音 楽 は,ペ リヤ ・メ ー ラ ム(Periya　 slam)と カル ナ ー タ カ

(Karnataka)と い う二大 音 楽 伝 統 に 大別 す る こ とが で き る。 ペ リヤ ・メ ー ラ ム音 楽

は,南 イ ソ ドに おけ る代表 的 な儀 礼 音 楽 で,寺 院 で行 わ れ る儀 礼 や 祭 礼 に お いて 不 可

欠 であ るぼ か りで な く,結 婚 式 な どの 通過 儀 礼 の際 に も頻 繁 に演 奏 され る。 ペ リヤ ・

メ ー ラ ムは器 楽 の ジ ャ ンル で あ り,そ の ア ンサ ソブル は,主 奏 楽 器 の ナ ー ガ ス ワラ ム

と リズ ム伴 奏 楽 器 の タ ヴ ィル(伽 〃;樽 型 の 両 面 太 鼓)を 中心 に 構 成 さ れ る 【寺 田

1990:238-240】 。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は この ナ ー ガス ワ ラ ムの第 一 人 者

と して 名声 を博 した 。 カル ナ ー タ カ音 楽 は,こ れ とは対 照 的 に,声 楽 の主 演 奏 家 と楽

器 伴 奏者 か らな る ア ンサ ソ ブル構 成 が 最 も典 型 的 で,楽 器 奏 者 が 主 奏者 で あ る場 合 も

声 楽 の ス タイ ルが 規範 とな って い る。そ の演 奏 は,音 楽 を聴 く こ とを主 目的 と した ホ ー

ル で 行 われ る こ とが 多 い。 この二 伝 統 は共 に 同一 の楽 理 的 原 則 に 基礎 を お き,演 目 も

重 複 す る部 分 が 多 い とい う共 通 点 を 持 つ一 方,演 奏 の コ ンテ クス トや媒 体,お よび演

奏 家 や バ トロ ソた ち の カ ー ス ト帰 属 の 傾 向 に よって 区別 され てい る。

　 本稿 で は,ブ ラ ーマ ン(Brahman),イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラル(lsai　 Vlalar),マ ル

ッ トゥ ヴ ァル(Maruttuvar)と い う三 つ の カ ー ス ト集 団 に焦 点 を あ て,彼 等 の ラ ー

ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライに 対 す る解 釈 の差 異 を分 析 す る。

　 ブ ラー マ ソは,カ ル ナ ー タ カ音 楽 の演 奏 家 や バ トロ ソの大 多 数 を 占 め る。 ラル マ ソ

夫妻 の統 計 的 調 査 に よる と,1920年 代 か ら1970年 代 にか け て,ブ ラー マ ンは 古典 音 楽

の演 奏 家 の60～70%を 占め て い た 【L'A㎜Dand　 L'ARMAND　 19831。この統 計 に は,

全 員 が非 ブ ラ ーマ ソで あ るペ リヤ ・メー ラ ム音 楽 の演 奏 家 も古 典 音楽 家 と して含 まれ

1)南 イ ン ド音楽家 の名前は,男 性 の場合,出 身地,父 親の名前,自 分に与えられた名前,カ ー

　 ス ト号(ブ ラーマ ンのアイヤルAyyarや アイヤ ソガルAyyangar,イ サイ ・ヴェーラー ラル

　 の ピッライ　pillai)の 四つの部分か ら構成 され るのが原則であ る。祖父や曾祖父が著名 な演

　 奏家で あった場合には,彼 らの名前 の頭文字が年代順に追加 され ることもある。 これ らの出

　 身地や人物名は頭 文字 で代用 され ることが多い。本稿 で扱 う音楽家の場合は,テ ィルヴ ァー

　 ヴァ ドゥドゥライは出身地,ラ ージ ャラ ッティナ ムは自分 の名前,ピ ッライはカース ト号 で

　 ある。 二番 目V'く るナテ ーサ ンは,彼 の養父であ るテ ィルマル ガル ・ナテーサ ・ピッライ

　　(Tirumarugal　Natesa　Pillai,1874-1903)に 由来す る。実父 クップサ ー ミ・ピッライ(Kup-

　 pusami　 Pillai)の 頭文字 を選択 しなか ったのは,ナ テーサ ・ピッライが非常 に有名 な演奏家

　 であ った ことも一 因である と考 えられ る。本稿 では,ラ ージャラ ッティナム ・ピッライの表
　 記を一貫 して用い る。
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て い るた め,ブ ラ ーマ ンの カ ル ナ ー タカ音 楽 で 占 め る割 合 は さ らに大 きな もの とな る。

一 般 聴 衆 ・愛 好 家 ・バ トロソの カ ー ス トに よ る比 率 の デ ー タは な いが,少 な く とも演

奏家 の 占め る割 合 と同程 度 も し くは高 いは ず だ。 数 字 の 上 で大 多数 を 占め るか否 か に

か かわ らず,カ ル ナ ー タ カ音 楽 は主 に プ ラーマ ソが 参 加 す る文 化 活 動 であ る とす る考

え は,広 く非 ブ ラ ーマ ソ階 層 に 受 け 入れ られ て い る。 イサ イ ・ヴ ェー ラー ラル の カ ル

ナ ータ カ演 奏 家 も存 在 す るが,彼 らは ブ ラー マ ソ化 して い るか,ブ ラー マ ン中心 の音

楽 文 化 か ら距 離 を 置 い て活 動 してい る。 ブ ラー マ ソは慣 習上,ペ リヤ ・メ ー ラ ム音楽

に用 い られ る楽 器 を 自 ら演 奏 で きな い た め,非 ブ ラ ーマ ソ音 楽 家 に そ の演 奏 を 依 存 し

なけ れ ぽ な らな い 【TERADA　 1992:235-238】 。 ブ ラ ーマ ンの 音 楽上 の嗜 好 性 や鑑 識 眼,

そ して そ れ に伴 う経 済 的 な 支持 ・支 援 は,ペ リヤ ・メ ー ラ ム音 楽 が 今 日 まで存 続 して

きた大 きな 要 因 の一 つ であ る。

　 イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラルは,タ ミル ・ナ ー ドゥ州 に お いて最 も有 名 な 音 楽 生業 カ ー

ス トで あ る。 彼 らは,同 州 の中 東部 に あ る タ ソジ ャー ヴール 県 とそ の周 辺 地 域 に集 中

して お り,遅 くと も,こ の地 方 を 本拠 地 と して い た チ ョー ラ朝(9～13世 紀)時 代 よ

り,寺 院 に所 属 して 音 楽 ・舞 踊 を継 承 して きた 。 肥 沃 な 土地 と,そ れ に支 え られ た豊

か な農 業経 済 を基 盤 と して,こ の地 方 は 古 くか ら文 化 の 中心 地 と して 栄 え,各 種 芸 能

を保 護 ・奨 励 した 寺 院 も この地 区 に数 多 く存 在 す る 【GouGH　 l955;STEIN　 1980]20

イ サイ ・ヴ ェー ラー ラ ルは,ペ リヤ ・メ ー ラ ム音 楽 の創 始老 で あ り,最 も正 当 な継 承

者 で あ る こ とを 自負 してい る。 事 実,彼 らの 自負 を裏 付 け るか の よ うに,ラ ー ジ ャ ラ

ッテ ィナ ム ・ピ ッライ をは じめ と して,今 世紀 半 ぽ ま で の著 名 な演 奏 家 は ほ ぼ例 外 な

くこの カー ス トの 出 身 だ った 。

　 第 三 の グル ー プは,主 要 な伝 統 的 職業 が理 髪 業 で あ るマ ル ッ トゥヴ ァル であ る。彼

らは マ ドラスを 含 む タ ミル ・ナ ー ドゥ州北 部 を 中 心 に 広 く分 布 し,こ の地 域 に お け る

ペ リヤ ・メー ラム音 楽 の 主 な演 奏 者 で あ る。 しか し,タ ソ ジ ャー ヴ ール地 方 を 中 心 に

継承 され て きた南 イ ン ド古 典音 楽文 化 に お い て地 理 的 に 周縁 に位 置 して きた マ ル ッ ト

ゥヴ ァルは,音 楽 の技 量 や芸 術性 の面 で も劣等 で あ る とみ な され て きた 。そ の彼 らが,

今世 紀 半 ば よ りイ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラルが 圧 倒 的優 位 に立 って いた ペ リヤ ・メー ラム

音 楽 の領 域 でか な りの進 出を 果 た す こ とがで きた の は,カ ルナ ー タカ音 楽 の 活動 の 中

心 が タ ソ ジ ャー ヴ ール地 方 か らマ ドラス市 に移 行 した こ とを 背 景 に してい る。 そ の た

2)タ ソ ジ ャー ヴー ル県 は,タ ミル ・ナ ー ドゥ州 に おい て 人 口に 対 して最 も寺 院 の 数 が 多 い地

　 域 で あ る と され る。1971年 には,タ ミル ・ナ ー ドゥ州 の9%の 人 口を 占 め て いた タ ソ ジ ャ ー

　 ヴー ル県 に,全 体 の17%の 寺 院 が あ った[BouToN　 1985:78】 。
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め,マ ル ッ トゥヴ ァル とイ サ イ ・ヴ ェー ラー ラルは,ブ ラ ーマ ソの経 済 的 支持 を め ぐ

っ て競 合 関 係 に あ る。

　 カル ナ ー タ カ音 楽 とペ リヤ ・メー ラ ム音楽 は,互 い に 影 響 を 与 え なが ら現在 の演 奏

形 態 を 形 成 して きた 。 一 方 で は,ペ リヤ ・メー ラム音 楽 は,カ ル ナ ー タ カ音 楽 の源 泉

に な る三 つ の伝 統 の 一 つ で あ り,今 日の カル ナ ー タ カ音 楽 を 特徴 づ け る即 興演 奏 の技

法 や 複 雑 で 高度 に体 系 化 され た リズ ムは,ペ リヤ ・メ ー ラム音 楽 か ら取 り入 れ られ た。

ち なみ に,他 の二 つ の 伝 統 は宮 廷 に お け る声 楽 の基 礎 とな った 神 に対 す る献身 歌 と,

チ ンナ ・メ ー ラ ム(Cinna　 slam)と い う寺 院 で奉 納 され る舞 踊 お よび そ の伴 奏 音 楽

で あ る。 ペ リヤ ・メ ー ラ ム(「 大 きな太 鼓[の ア ソサ ソブ ル]」)と チ ンナ ・メ ー ラム

(「小 さい 太 鼓[の ア ソサ ソ ブル]」)は,後 者 が今 世 紀 初 頭 に 今 日バ ラタ ・ナ ー テ ィ

ヤ ム(Bharata　 Natyam)と して 知 られ る コ ンサ ー ト ・ホ ール 中 心 の 舞 踊 形 式 に変 身

す る ま で,寺 院 にお け る二 大芸 能 伝 統 で あ り,タ ソジ ャー ヴ ール地 方 に お い て は,イ

サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル が 両 方 の伝 統 を 伝 承 して いた 。 他 方,ペ リヤ ・メ ー ラ ムの演 奏

家 は カル ナ ー タカ音 楽 家 か ら多 くの楽 曲 を学 んだ 。これ は,今 世 紀前 半 に ペ リヤ ・メー

ラ ム音 楽 の レパ ー ト リー が即 興 演 奏 か ら楽 曲 中 心 に 移 行 して い っ た の と並 行 して い

る。 今 日で は,カ ルナ ー タ カ音 楽 を代表 す る楽 曲が ペ リヤ ・メー ラ ム音 楽 の演 目にお

い て も顕 著 で あ る。 この 二 伝統 間 の交 流 と,そ の結 果 と して の類 似 に もか か わ らず,

ペ リヤ ・メ ー ラム音 楽 は儀 礼 的 な 演 奏 コ ソテ クス トを 現 在 も保 持 して い る とい う点

で,カ ル ナ ー タ カ音 楽 と一 線 を画 してい る。

2.カ リス マ的 音 楽 家 の分 析

　特異な才能を持 った個人を主要な研究対象 とすることは,民 族音楽学ではごく最近

まで稀であった。それにはい くつかの要因があった ように思われる。まず第一に,民

族音楽学者が,個 々の音楽家(作 曲家であれ演奏家であれ)のアイデンティ ティーが

あまり重要視されない音楽文化を調査 ・研究の主対象としてきた,と いう点が考えら

れる。第二には,個hの 作曲家を過度に重視 し,音 楽における創造性を何人かの 「天

才たち」の業績の面から説明してきた,従 来の音楽学に対する拒否反応を考えること

もできる3)。そ して第三に,民 族音楽学における,文 化や社会 といった大 きなまとま

りを主な考察の対象 とするという,文 化人類学的な観点もその背景になっていたはず

3)芸 術が独立 した個 人の業績 であ り,ま た個人 が所有す るものであ るとい う概念 は,音 楽学

　内部 でも批判の対象 とな っている 【SUBOTNIK　 1991]。
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だ。民族音楽学者たちは,集 団によって生産 ・消費される音楽を研究するのが自分た

ちの使命であり,従 って個人の業績に焦点を絞るのは,自 分たちが避けようとしてい

る従来のエ リー ト主義的な音楽学方法論への逆戻 りを意味すると判断 してきたためか

もしれない。この結果,個hの 演奏家や作曲家は研究の対象になることが少な く,も

し論述 されることがあっても,あ る音楽伝統の 「投影」として,も しくは,あ る文化

に特有な音楽的感性の 「体現者」として位置づけられることが多かった4)0そ れでは,

従来の民族音楽学研究において重要視されてこなかった という理由だけで,個 人に関

する研究は本質的に価値がないと判断していいだろうか。エリート中心主義的な解釈

に陥ることなしに,個 人の音楽家の研究を,音 楽文化の動態の分析 と結びつけること

はできないだろうか。

　個人と音楽文化の関係に焦点を当てた研究が,近 年 ようや く幾人かの民族音楽学者

によって発表された。たとえぽ,ス ティーヴン・スラウェクは,世 界的に有名なシター

ル奏者であ り,ま た自分の師匠でもあるラヴィ・シャンカルが,伝 統的な北イソド音

楽文化 と現代の文化領域 との仲介者 と して果た してい る役割を分析 してい る

【SLAWEK　 1991】。チャールズ ・カプウェルは,北 イソド音楽研究上,重 要だがほとん

ど忘れ去られているスーリンドロ・モフン・タゴールに焦点を当て,ロ バート・パー

クの境界性の概念[PARK　 l　9281や,ア シシ・ナンディの植民地主義への社会心理学

的考察 【NANDY　 1983】を援用 して,タ ゴールのイソド音楽の展望が植民地化された

人たちの複雑な心理的葛藤に起因することを指摘 している 【CAPWELL　 1991]。さらに,

キ ミ・コール ドレイクは,日 本の女義太夫の盛衰を,竹 本綾之助というカリスマ的な

演奏家の一生を通L'て描写 しようとする。綾之助が女義太夫という伝統のなかでは異

端者であるが,そ の異端性ゆえに変容への媒体となったとい う視点は,本 論の関心に

相通ずるものがある 【COALDRAKE　 1989】。 これらの研究は,対 象としている音楽文

化の歴史における個人の役割に,新 しい視点を提供することによって,個 人に関す る

4)　 フランク ・ミッチ ェルは,ナ ヴァホの宗教を体現する者 である と,彼 の詳細な 自伝を監修

　 した シャーQッ ト・ブ リス ピー とデイヴ ィッ ド ・マ カ レスターは位置づけてい る し 【MIT-

　CH肌L　 1978],チ ャールズ ・カイルは,彼 の著名 なテ ィヴの音楽に関す るi著作 に,作 曲家 に

　な る典 型的 な状況や,作 曲の動機 の事例 と して,七 人 の作 曲家 の評 伝を付 け加 えてい る

　[KEn.19791。 ステ ィー ヴン ・ス ラウェクは,個 人の研究 の乏 しい民族音 楽学 にあ って,イ

　 ン ド音楽研究は例外 であ ると主張す るが 【SLAWEK　 1991:161],こ の分野の先行研究の多 く

　は,そ の著者 である研究老が,あ る音楽伝統を表象 しうる とみなす 自らの師匠か ら得た情 報

　に依拠す る度合 いが極めて大 き く,個 々の音楽家 に関す る文化的位置づけを行 うことは稀で

　あ る。 た とえぽ,ロ バ ー ト ・ブ ラ ウ ソ 【BROWN　 1965】 や フランク ・バ ーパ リッチ

　【BERBERICH　 1974]が 行 った研究 では,彼 らの師匠に対する尊敬 の念がいか ようであって も,

　師匠で あ る個 々の演奏家は,高 度に専門化 した音楽知識に関す る情報 の源泉 と してのみ存在

　す る結果 となってい る。
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研 究 を 音 楽文 化 総 体 の ダイ ナ ミクス の分析 と関係 づ け る試 み を 行 って い る。 これ に対

して,本 稿 は,一 音 楽 家 に 関 して多 様 な 解釈 が存 在 す る こ とに注 目 し,そ れ ら の諸 解

釈 が,音 楽文 化 内 の カ ース ト集 団間 の競 合 ・対 立 ・軋 礫 に いか に 関 係 す る かを 分 析す

る とい う点 で,こ れ らの 研 究 と異 な って い る。 また,過 去 の一一音 楽 家 に 関す る複 数 の

解 釈 を ドキsメ ソ トす る こ とに よ って,歴 史 に つい て の 解 釈間 の相違 や ズ レを 調 査 す

る こ とが,現 在 に おけ る音楽 文 化 の動 態 を 包括 的 に 理 解 す るた め に 有 効 な手 段 の一 つ

で あ る こ とを 示 した い 【GINZBURG　 l　980:xiii-xxvi】。

　 一 個 人 の 分析 に よって 広範 囲 な社 会 関 係 を検 証 す る場 合,誰 で もそ の 有 効 な分 析 対

象 とな るわ け で は な い。それ は,あ る特定 の人 物 の 象徴 性 を過 大評 価 しや す いか らだ。

この種 の研 究 に と って,最 も適 した 候 補 と して考え られ るの が,「 自己 が 属 して い る

歴 史 を体 現 ・総 括 す る」[GEERTZ　 1968:74-75】 カ リス マ的 な 人 物 で あ る。 こ の選 択

は,一 つ の 文 化 の 中 で一 見 つ な が りの ない よ うな諸 要 素 が,あ る特 定 の カ リス マ 的人

物 に 関す る言 説 に,高 い密 度 で姿 を現 し,ま た文 化 の動 態 を そ の よ うな 個 人 の分 析 に

よ って効 果 的 に 調 べ る こ とが で き る とい う前 提 に依 拠 して い る。

　 マ ッぞス ・ウ ェーバ ー は,カ リス マ につ い て,「 あ る人物 の持 っ て い る非 日常 的 だ

とみ な され て い る資質 を云 い,彼 は,こ の資 質 の故 に普 通 の人 間か ら区 別 され,超 自

然 的 または 超 人 的 な,ま たは 少 な くと も,例 外 的 な資 質 を 持 った者 と して扱 わ れ る」

【WEBER　 1947:329】 とい う一 般 的 定 義 を供 して い る。 本 稿 で は,こ の よ うな 例 外 的 な

資 質 を 持 っ た カ リス マ 的 音 学 家 と して ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ を と りあ げ

る。 ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の生 存 中,彼 の音 楽 的 ・人 格 的 両 面 に お け る資

質 は 並外 れ てい た と評 価 されtそ の 資質 が 他 の 音 楽家 や パ トロ ンの注 意 を 引 きつ け,

絶 大 な 影響 を 与 えた 。 後 述す る よ うに,彼 らは,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の

演 奏 上 の慣 習 や 音 楽 の ス タ イ ルだ け で な く,髪 型 や服 装 な どの外 見 を も模 倣 し,ま た

彼 との接 触 の経 験 を 自 らの 「語 り」 の 中 で強 調 す る こ とに よって この稀 有 な音 楽 家 に

自 己を近 づけ よ うと した。

　 ペ リヤ ・メー ラム音 楽 の演 奏 家 に と って の,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の 人

気 や象徴 と して の重 要 性 を推 測 す る のは,さ ほ ど困 難 で は な い。 現在 第 一 線 で 活 躍 す

る演 奏 家 は,ほ とん ど例 外 な く今 世 紀 最高 の ナ ー ガス ワ ラム奏 者 と して,ラ ー ジ ャ ラ

ッテ ィナ ム ・ピ ヅ ライの 名前 を あげ るで あ ろ う。 演 奏 家 の 間 では,公 的 ・私 的 な 言説

の 中 で,あ たか も彼 の才 能 や成 功 が 自 らに も乗 り移 るか の よ うに,繰 り返 しラ ー ジ ャ

ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ の 名前 が あげ られ,彼 のイ メ ー ジが喚 起 され る。 ラー ジ ャ ラ

ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ と個 人 的 に親 しか った演 奏 家 だ け で は な く,た だ単 に見 知 って
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いた 者 や 直接 の接 触 を 全 く持 た なか った ペ リヤ ・メ ー ラム演 奏 家 まで もが彼 を 偶 像 化

した 。 家 を彼 の 写 真 で 飾 った り,息 子 に 彼 の 名 を 付 け た りす る 者 も 多 か った[RA-

JAGOPALAN　 1990:2251(写 真1～2)。 あ るナ ー ガス ワラ ム奏 者 は,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィ

写 真1　 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッラ イ の写 真 を家 に飾 って い る ナ ー ガ ス ワ ラム 奏者 。 奥 の

　 　 　 　部 屋 へ の 入 り 口の真 上 に ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ(左)と 第 ニ ナ ー ガス ワ ラ

　 　 　 　 ム奏 者(右)の 写 真 が か か っ て い る(タ ソジ ャー ヴ ール市,1993年)。

写真2　 ラージャラ ッテ ィナム ・ピッライの肖像画が 見下 ろす教 室でナ ーガス ワラムを学 ぶ生

　　　　 徒たち(マ ドラス市,1993年)。
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ナ ム ・ピ ッライ の大 きな 写 真 を,イ ン ド建 国 の父 と称 され る モハ ソ ダス ・ガ ンデ ィー,

初 代 首 相 の ジ ャ ワ ー ・・ル ラ ー ル ・ネ ル ー の そ れ と並 べ て 家 に 飾 っ た 【TUMILAN

l988:71】 。また,ナ ー ガス ワ ラ ム奏 者 に よ って書 か れ た 数少 な い音 楽理 論 書,サ ンギ ー

タ ・タ ー ラ ・ラー ガ ・マ ー ライ　(Sangita　Tala　Raga　 Malai),は ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ

ム ・ピ ッライ に捧 げ られ,彼 の 有名 な 肖像 写 真 の一 枚 が 献 辞 と と もに 巻 頭 に の せ られ

て い る が,著 者 は ラー ジ ャラ ヅテ ィナ ム ・ピ ッライ と親 しか った わけ では ないIKUP-

PUSAMI　 1965】(図1)。

　 音 楽愛 好 家 や バ トロ ソた ちの 間 に おけ る ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の人 気 も

普 通 で は なか った 。 た とえぽ,結 婚 式 な どの 通 過儀 礼 のた め に ペ リヤ ・メ ー ラ ムの楽

団 を 雇 う場 合,通 常 主 催 者 に とって都 合 の よい 吉 日を選 んで 日程 を決 定 し,そ れ か ら

演 奏 者 を捜 す が,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の場 合 に は,彼 の予 定 や 都 合Y'し

た が って そ の期 日を設 定 した 者 も少 な くなか った。 著 名 な政 治 家 や企 業 家 た ち が,競

って ラ ージ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ を高 額 の 報酬 で雇 った こ とか ら,彼 の参 加 自体

が 招 聰 者 の ス テ ー タス ・シ ンボ ル とな った。 この た め,演 奏 に対 す る謝 礼 は,ラ ージ

ャ ラ ッテ ィ ナ ム ・ピ ッ ライ が ど の よ うな高 額 を 要 求 して も受 け 入 れ られ た と い う

[TUMILaiv　 1988:89-90,131-132]0

　 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ラ イ は,1940年 に 製 作 さ れ た 「カ ー ラ メ ー ハ ム」

(Kalameham)と い う映 画 に詩 人 の役 で 出演 した。 こ の映 画 は,興 行 的 に は失 敗 に終

わ り,そ れ 以後 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライが 役者 と して映 画 に 出演 した ことは

ない 。 しか し}ペ リヤ ・メー ラム楽 師 の参 加 が 不 可 欠 な寺 院 祭 礼 や婚 礼 な どの場 面 が

あ る映 画 に,演 奏 家 と して何 度 か 映 画 出演 してい る。1936年 の映 画 「カ ヴ ィ ラ トナ ・

ヵ 一 リダー ス」(Kaviratna　 Kalidas)の 新 聞 広 告 に は,ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ

ライ の名 前 が俳 優 た ちの 名前 よ り数 段 大 き く記 され て い て,当 時 の彼 の知 名 度 や 人 気

を示 して い る(図2)。

　 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ラィが 亡 くな って40年 以上 た った現 在 で も,ラ ジナ 番

組 のた め に収 録 され た 演 奏 が 再 放送 され,SP盤 レコ ー ドや 海 賊録 音 が,カ セ ッ ト ・

テ ー プ の形 で市 販 され て い る とい う事 実 を み て も彼 の 人 気 は 明 らか だ(図3a,　 b,　c)。

さ らに,ラ ージ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の生 誕 の 記 念行 事 が タ ミル ・ナ ー ドゥ州 の

伝 統 文 化 を 保 護 ・奨 励 す る政 府機 関(タ ミル ・ナ ー ドゥ ・イ ヤ ル ・イ サ イ ・ナ ー タ カ

・マ ン ラムTamilnadu　 Iyal　Isai　Nataka　 Manram)に よっ て毎 年 開催 され て い る(図4)。

また,1992年 に は,イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル の カ ース ト団 体(lsai　 Velalar　Sangam)

の文 化 部 門 を担 当す る組 織(ム ッ タ ミル ・ペ ー ラ ヴ ァイMuttamil　 Peravai)が,ラ ー
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図1　 音 楽 理 論 書,サ ンギ ー タ ・タ ー ラ ・ラー ガ ・マ ー ライ ダ の 献 辞 の 頁 。 写 真 の 下 に は 「音

　 　 　楽 界 を照 らす 光,ナ ー ガ ス ワ ラム の皇 帝,偉 大 な る演 奏 家 テ ィル ヴ ァー ヴ ァ ド ゥ ドゥラ

　 　 　 イ ・T.N。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の 思 い 出 のた め に この書 物 を 出 版 す る。著 者 」

　 　 　 と記 され て い る。
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図2　 映画 「カ ー ヴ ィ ラ トナ ・カ ー リダ ース」 の新 聞 広告(The　 Hindu紙1936年9月18日 掲

　 　 載)
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a.1983年 発 売

b.1988年 発売　　　　　　　　　 　　　　　　c.1992年 発売

　 図3　 ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライのカセ ッ トテープ
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図4　 ラ ージ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の生 誕 記 念 行 事 へ の招 待 状(1988年)

29b



寺田　 カース ト競合の 「場」 としてのカ リスマ的演奏家

ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッラィの 名 と功 績を 永 久 に 残す た め「ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム賞 」

を 設 け,功 労 のあ った ナ ー ガス ワラ ム奏 者 に毎 年一 人 ず つ贈 る こ とを決 めた 。 この 組

織 に は,タ ミル ・ナ ー ドゥ州 に お け る有 力 政 党(DMK,ド ラ ヴ ィダ進 歩 連 盟)の 党

首 で あ り,自 分 自 身 イ サ イ ・ヴ ェ ー ラ ー ラ ル で あ るM.カ ル ナ ー ニ デ ィ

(Karunanidhi)の 強 力 な支 援 が あ る。 第一 回 の授賞 式 に は,当 時 州 首相 であ った カ ル

ナ ー ニ デ ィが列 席 し自 ら賞 状 や 記 念 品 を受 賞 者 に手 渡 した。

　 ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ は1956年 に,心 臓 発 作 の た め決 して 長 い とは い え

な い一 生 を 終 え た。 こ の時 点 で,彼 の カ リス マ の生 成 に 寄 与 した,生 身 で の 相互 交 流

的 な関 係 は 永久 に失 わ れ た こ とに な る。 しか し,逆 に,ラ ージ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ

ライ が 生 身 の人 間 と して 存在 しな い こ とに よ って,生 存 中 に語 られ た 彼 の音 楽や 人 間

性 は,誇 張 され,ゆ がめ られ,省 略 され,あ る い は全 く創 りか え られ る こ とが 容 易 に

な っ た。 そ の結 果,彼 の シ ソボ ル と しての 有 効性 は増 大 し,南 イ ソ ド音 楽 文 化 の ア イ

デ ソテ ィテ ィ_Y'関 す る言説 の一 部 で あ り続 け て い る。 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ

ライ の死 後 時 間 が た つ につ れ て,彼 との直 接 の 体験 か ら生 じる記憶 が薄 れ,そ れ まで

は存 在 しえ なか った よ うな解 釈 が 生 まれ て くる こ とが可 能 に な った。 現 在 で は,ラ ー

ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピッ ライに 関 す る言 説 は,彼 に ほ とん ど(ま た は全 く)個 人 的 な

つ な が りの ない者 た ち に よ って形 成 され て い る。

3.南 イ ン ド古典音楽文化におけ るカース ト関係

　南イソ ド音楽文化に関する言説は,単 独ではなく複数のチャネルをとおして形成さ

れ伝承されてきた。これらのチャネルは,相 互に関連しているものの,公 的および私

的とい う二つの領域に分けることができる。本論における分析の主対象である私的領

域は,日 常交わされる私的な会話や師弟関係などを媒介に伝達されるゴシップ・噂 ・

逸話など,個 別化されたコミュニケーショソの諸形態からなる。それに対 し,公 的領

域は音楽協会,大 学,音 楽学校,マ スメディアなどの諸機関,お よびそれらの機関に

よる書物,学 会,記 念式典,集 会などからなる。ブラーマソは音楽学界 ・ジャーナ リ

ズム ・音楽協会で圧倒的な優位に立ってきた。 ブラーマソによる,こ のような公的な

領域のほぼ完全な独占が,彼 らの視点を増幅し正当化することを容易にしてきた。 し

かし,公 的領域においてブラーマソ中心の視点が支配的であることは,ブ ラーマソ以

外の異なった解釈が存在 しないことを意味 しない。公的領域か ら除外されているため,

非ブラーマソの視点は,上 記のような私的領域に集約的に現れる。
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　 本 稿 の 中心 的 課 題 は,一 音 楽 家 に関 す る諸 解 釈 の 分析 で あ るが,そ れ は南 イ ソ ド音

楽 文 化 に お け る支 配 と競 合 や,も う少 し広 げ て南 イ ソ ド社 会 にお け るブ ラー マ ンの位

置 と い う,よ り大 きな 問題 の なか で位 置 づけ られ るべ きも の で もあ る。 南 イ ン ド社 会

にお け る ブ ラー マ ン ・非 ブ ラー マ ン間 の政 治 ・経 済 に おけ る競 合 関 係は,歴 史 学 や政

治 学 の主 要 な研 究 対 象 とな って きた 。 そ の 中 で,主 要 な問 題 の一 つ と して論 議 され て

きた もの に,南 イ ン ド社 会 の ブ ラー マ ン支配 とい うテ ーマ の 内容 の検 討 が あ る。ブ ラー

マ ン支配 と して解 釈 され て きた 現 象 は ,非 ブ ラ ーマ ソた ちに よ る政 治運 動 の攻 撃 の対

象 とな って きた た め,こ の現 象 の 解 釈 は政 治 的 な 色彩 が強 い 。 少 な く と も三 つ の 解釈

が 判別 され る。 第 一 は,ブ ラーマ ソは支 配 的 地 位 を過 去 数 百 年 の 間 に徐 々に確i立 して

きた とい う見 解 で あ る 【VISSWANATHAN　 1982]。 第 二 には,ブ ラ ー マ ソは歴 史 を通 じ

て有 力 で あ った が,19世 紀 に入 って,イ ギ リス支 配 に迎 合 す る こ とで得 た 経 済 力 を背

景 に現 在 の位 置 を獲 得 した とい う解釈 が あ る 【SUB㎜IAM　 1969】。第 三 は,ブ ラー

マ ン支 配 とい う主題 自体 が 誤 りで ,非 ブ ラーマ ソ運 動 の推 進 者 や支 持 者 た ちに よ る政

治 的 プ ロ パ ガ ソ ダ の 産 物 で あ る と い う見 方 で あ る[SUND-AN　 1989;cf.

WASHBROOK　 1989]o

　 非 ブ ラー マ ン運 動 は,非 ブ ラ ーマ ソの中 で も地 位 が 高 く経 済的 に も恵 まれ た カー ス

ト集 団に よ る,ブ ラー マ ソの政 府 公 職 や 高 等 教 育 の場 で 圧倒 的 な優 位 に 対 す る不 満 に

よ って引 き起 こ され た 。 元 来 は経 済 的 な競 争 で あ った もの が,カ ー ス トを め ぐる政 治

問題 と して 偽 装 され た とす る議 論 もあ るが,い ず れ に せ よ ブ ラー マ ソと非 ブ ラ ーマ ン

が南 イ ン ドに お け る社 会 分 割 の主 要 な 基 準 とな った こ とは 否 定 で きな い 【BARNETT

1976】。 こ の二 分 法 は,ブ ラー マ ンの 人 口比 率 が 高 く経 済 的 に も有 力 で あ るマ ドラス

市 や タ ソ ジ ャ ー ヴール 地 方 に お い て,特 に有 効 で あ る5)0

　 音 楽文 化 に おけ る ブ ラ ーマ ン ・非 ブ ラ ーマ ンの関 係 は,そ れ を 包 括す る社 会 全 体 で

の カ ース ト関係 と分 離 す る こ とは で きな い が,前 者 が 後者 の単 な る延長,も し くは 投

影 だ と考 え る のは 妥 当 で な い。 とい うの は,古 典 音 楽文 化 に お いて は,カ ー ス トに よ

る人 口構 成 が 社 会 全体 の それ と逆 に な って い るか らだ。ブ ラー マ ンは 古 典 音楽 伝 統(ペ

リヤ ・メー ヤ ム,カ ル ナ ータ カ音 楽 共 に)の 最 大 の 支援 者 で あ って きた 。 また,カ ル

ナ ー タカ音 楽 の演 奏 家 の大 多 数 を 占め る。しか し,タ ミル ・ナ ー ドゥ州 の場 合,ブ ラー

マ ソは全 人 口比 に す る とわ ず か3%強 を 占め るに す ぎ ない
。 後 に詳 述 す る よ うに,音

5)　 ブ ラー マ ソ ・非 ブ ラ ーマ ソの社 会 区分 が 当 て は ま らな い地 域 も存 在 す る。 た とfxぽ,タ ミ

　 ル ・ナ ー ドゥ州 に お い て も,西 部 諸 県 で は ブ ラ ーマ ンの人 口が 極 め て 少 な く,こ の二 分 法 は

　妥 当 では な い 。
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楽 に おけ る カ ース ト競 合 は,非 ブ ラ ーマ ソ音 楽 家 た ち の 自 らの貢 献 へ の 自負 に反 して,

ブ ラー マ ソた ち が,古 典 音 楽 の伝 統 につ い て 自己 中心 的 な 歴史 観 を前 面 に 押 し出 し,

自 らのアイデンティ テ ィー確 立 ・維 持 のた め に,イ デ オ ロギ ー 的 な理 想 像 を 古典 音 楽

の 描写 の中 に 埋 め込 ん でい る こ とに起 因 して い る と思 わ れ る。

　 ブ ラー マ ンに と って カル ナ ー タカ音 楽 は 自己 の文 化 的 お よび 社会 的アイデンティ テ

ィーを維 持 す る重要 な手 段 で あ る。 非 ブ ラ ーマ ソ運 動 は,ブ ラ ーマ ン ・非 ブ ラ ーマ ン

間 の 区分 を 鮮 明に し,ブ ラーマ ン ・イ デ オ ロギ ーの正 当性 に 疑 問 を投 げ か け,ブ ラー

マ ソに よる南 イ ソ ド社 会 支 配 を 非難 し続 け て きた。この 運動 の高 ま りの な か で,ブ ラー

マ ンは 自分 た ちの アイ デ ンテ ィテ ィー を維 持 す るた め の強 力 な シ ンボ ル の必 要 性 を 強

く感 じた と考 え られ る。 非 ブ ラ ーマ ソに よ る政 治 団 体 は,正 義 党(Justice　 Party)と

して1916年 に な って 初 め て正 式 に 成 立 した 。 しか し,公 職 ・高 等 教 育 に おけ る ブ ラ ー

マ ソの 圧倒 的優 位 を 憂 慮 した 非 ブ ラ ーマ ソの論 客 た ち は1880～1890年 代 に はす で に,

新 聞へ の投 稿 記 事 な どで ブ ラー マ ソ支 配 を痛 烈 に批 判 して いた 【IRscHIcK　 1969】。19

世 紀 以 来 の資 本主 義 経 済 と西 洋 の近 代 性 の浸 透 は,職 業 の儀 礼 的 浄 ・不 浄 に も とつ く

ハ イエ ラキ ーに性 格 づ け られ る伝 統 的 な カー ス ト制 度 を 変化 させ た 。 南 イ ソ ドでは,

ブ ラーマ ソ ・非 ブ ラー マ ン間 の争 いは マ ドラス の よ うな 都市 部 にお い て 最 も激 し く,

そ こでは 伝 統 的 な カ ース ト ・イ デ オ ロギ ーが大 きな挑 戦 を受 け る こ とに な った1辛 島

1988:162-163]0

　 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ヅライ の生 存 中,お そ ら く最 も影 響 力 を 持 って い た非 ブ

ラ ー マ ソ運 動 の指 導 者 で あ るE.V.ラ ー マ ス ワー ミ ・ナ ー イ ッカ ル(Ramaswamy

Naicker,1879-1973)は,ブ ラ ー マ ソが古 典 音 楽 を 独 占 して きた こ とを,南 イ ソ ド

社 会 に お け る ブ ラ ー マ ソ支 配 の 発 露 で あ る と し て 厳 し く批 判 した 【RA7ENDRAN

l985:1071。1930年 に は,非 ブ ラ ー マ ソ同 志 に 対 して,子 供 た ち に古 典 音 楽 を 教 え,

ブ ラ ーマ ソか ら差 別 を受 け て い る非 ブ ラーマ ソ演奏 家 を経 済 的 に援 助 す る よ うに 呼 び

か け た。 また 自 ら も ブ ラー マ ソ音 楽家 を排 除 した一 連 の コ ンサ ー トを主 催 した 【NAM-

BI　ARooRAN　 1980:255】 。 しか し,皮 肉 な こ と に,ラ ーマ ス ワー ミ ・ナ ーイ ッカル に

よる この よ うな公 的 な批 判 は,古 典音 楽 は す で に ブ ラー マ ソの 文 化領 域 で あ る とい う

印象 を強 め,非 ブ ラ ーマ ソた ちを さ らに古 典 音 楽 か ら遠 ざけ る結 果 とな った 。

4.ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に関 す る複 数 の解釈

ここまで,個 人の音楽家を分析の対象とすることの有効性や,南 イン ド音楽文化に
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おけ る カ ース ト競 合 の一 般 的 な特 徴 を 概観 した 。 本章 で は これ らを ふ ま え て,ラ ージ

ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に 関す る社 会 的 に生 成 され た解 釈 に 焦 点 を移 し,ま ず 本章

で は,ブ ラー マ ン とイ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル の二 つ の集 団間 で の解 釈 の相 違 点 を 中心

に論 を 進 め た い。 これ らの カ ー ス ト集 団 に属 す る各個 人 は,シ ソボル を単 に受 動 的 に

解 釈 す るの で は な く,音 楽文 化 内に お け る 自己 の位 置 を維 持 ・向上 す るた め に積 極 的

に利 用 して い る とみ なす[FIRTH　 1973;BYNuM　 1986】。 こ の意 味 で,ラ ー ジ ャ ラ ッ

テ ィナ ム ・ピ ッ ライ の音 楽 や 人 格 に つ い て 「解 釈 す る」 とい う行 為 は,各 グル ー プの

異 な る志 望 ・思惑 や グル ー プ 間 の相 互 認識 と親 密 に結 びつ いた 話 法 的 な戦 略 の一種 と

な る。 これ は,次 章 で 言 及す る マル ッ トゥヴ ァル の場 合 も同様 であ る。

A.音 楽的属性

　 即 興 演 奏

　 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライは,楽 曲 の演 奏 で は な く長 時 間 に わ た る即 興 演奏

に お い て最 も有 名 で あ る。 そ の 中 で もタ ー ラム(talam;リ ズ ム周 期)の 制 約 を受 け

な い,ア ー ラ ー パ ナ(aldpanai)と 呼 ぼ れ る 即 興 演 奏 に よ って 特 に 著 名 で あ る

【SR　UTI　 1987:41;TuMEAN　 ...:ll8;SuNDARAM　 1992a:181】6)。 ナ ー ガ ス ワラ ム

音 楽 で最 も難 し く,ま た 重要 だ とされ る この側 面 に お け る卓 抜 した 技 量 か ら,ラ ー ジ

ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は,本 名 を も じった ラ ー ガ ラ ッテ ィナ ム(「 ラ ーガ の至 宝 」)

とい うあだ 名 を 付 け られ た ほ どだ 【ELLARVI　 l967:112】 。 彼 の即 興 演 奏 は 次 の 三 点 に

お い て集 約 的 に 言 説 化 され る。 まず 第 一 に,ブ リガ ー(briga)と 呼 ぽれ る極 端 に 早

い フ レーズ を演 奏 す る能 力 で あ る。 技 術 的 に難 しい 旋 律 を驚 く よ うな ス ピー ドで演 奏

す る能 力 は,ブ ラーマ ン ・非 ブ ラー マ ンが共 に認 め る ラ ージ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッラ

イ の トレー ドマ ー クで あ る。 た とえば,ラ ンガ ラー マ ヌ ジ ャ ・アイ ヤ ソガ ル は,ラ ー

ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の1910年 代 に お け る,あ る寺 院 祭 礼 に お け る演 奏 を回 顧

して,「穏 や か な 夜 空 に ロケ ッ トの よ うに舞 い 上 が った」とか,「恐 ろ しい よ うな ス ピー

ドで メ ロデ ィ ー は 旋 回 した 」 な ど と描 写 して い る 【RANGARAMANUTA　 AYYANGAR

6)　 ア ー ラー パ ナ は,ラ ー ガ ・ア ー ラ ーパ ナ(raga　 alapanai),ま た は単 に ラ ー ガ ム(ragam)

　 と呼 ぼ れ る。 本 来,ア ー ラ ーパ ナの 語 は,楽 曲 の前 に演 奏 され る即 興 演 奏 を さ し,主 に カル

　 ナ ー タ カ音 楽 で用 い られ る。 これ に対 して,即 興 演 奏 が 主 で あ る ペ リャ ・メー ラム音 楽 では,

　 ラー ガ ム とい う語 が用 い られ る のが 普 通 で あ る。 しか しラ ー ガ ムは,演 奏 され る各 の 施 法 の

　 意 味 もあ るの で,本 稿 では 混 同を 避 け るた め ア ー ラーパ ナの 語 を 使 用 す る。 カ ル ナ ー タ カ音

　 楽 で は,主 奏 者 が ア ー ラー パ ナ を演 奏 す る時 には,リ ズ ム伴 奏 老 は 演 奏 に 全 く参 加 しない が,

　 ペ リヤ ・メ ー ラム音 楽 の 場 合 は タ ヴ ィル 奏者 が 伴 奏 を す る。 しか し,こ の とき も タ ヴ ィル 奏

　 者 は,楽 曲 を 演 奏す る時 とは 違 って,タ ー ラム(リ ズ ム周 期)に 制 約 され ず に,緩 や か な リ

　 ズ ムの規 制 の も とに 断 続 的 に伴 奏 す る(TERADA　 l992:51】 。
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1972:xii】。 今世 紀 初頭 に は ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ と同 様 に,も し くは 彼 以

上 に ブ リガー を演 奏 で き る音 楽 家 が 存在 した こ とを 指摘 す る もの もい る。 しか し,著

名 な 中堅 声 楽 家 で あ るT.N.セ ー シ ャ ゴパ ー ラ ソ(1948年 生 まれ)が,「 ブ リガ ー と

(い う語 を)聞 くだ け で,ラ ー ジ ャ ラ ッ テ ィ ナ ム ・ピ ッ ライ の こ と を 考 え る 」

【SESHAGOPALAN　 1983】 とい うよ うに,ナ ーガ ス ワラ ム演 奏 に お け る こ の音 楽 的 能 力 は,

頻 繁 に ラ ー ジ ャ ラ ッ テ ィ ナ ム ・ ピ ッ ラ イ に 結 び つ け ら れ て 語 ら れ て い る

[VENKATRAMAN　 19$4:27;SUBRAMANIAM　 19HS:7S]o

　 ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ を,他 の 演 奏者 か ら分 離す る第 二 点 は,彼 の音 楽

的 創造 性(κ α望翅 α',カ ル パ ナイ)で あ る。 ラ ージ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の,ラ ー

ガ ム(旋 法)の い ろ い ろ な側 面 を表 現 す る人 並 み はず れ た 能 力 は,他 のナ ーガ ス ワ ラ

ム演 奏 老 た ちか らの 称 賛 や羨 望 の的 で あ った 。夜 を徹 して 行 われ た寺 院 祭 礼 の行 列 で,

一 つ の ラー ガ ムを 数 時 間 にわ た って
,し か も同 じ音 楽 的 モ テ ィー フを繰 り返 す こ とな

く演 奏 した こ とが,古 き良 き時代 を 懐 か しむ よ うに 語 られ る。 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム

・ピ ッライ は どの ラー ガ ムを演 奏 して も優 れ てい た とされ るが,ト ーデ ィ(Todi)と

呼 ぼれ る ラ ーガ ムが,最 も頻 繁 に彼 の音 楽 的想 像 力 の 秀 逸 さ と結 び つ け られ て 語 られ

る　　　【SANKARAN　 1981:298;NILAM　 l985:76;RAIAM　 1986:41-42;RAJAGOPALAN

1990:224,483;SADAslvAM　 l992:32】 。 彼 の 音 楽 家 と して のアイデンティ テ ィ ーは

トーデ ィ ・ラ ー ガ ム と不 可 分 で あ り,聴 衆 も この ラー ガ ムで の 即興 演 奏 を 聞 く こ とが

出 来 な け れ ぽ,決 して満 足 しなか った といわ れ る 【E肌ARvl　 1967:io2-ia3】 。 ラー ジ

ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ が トーデ ィ ・ラー ガ ムの即 興 演 奏 に お い て特 に 秀 で て い た

と い う評 価 は,遅 く と も1930年 代 初 頭 に は 確 立 して い た よ うだ 【T.朋Hll>Dσ

1935;TuMILAN　 l988:106】 。 この評 価 は,彼 が録 音 した初 め て のSP盤(1934年 に 発

売)が,こ の ラー ガ ムの ア ー ラーパ ナ(即 興 演 奏)で あ った こ とに も示 され て い る。

あ る ブ ラーマ ン音 楽 愛 好 家 は,ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライが 寺 院 祭礼 で 四夜 続

け て トーデ ィ ・ラー ガ ムの 即 興演 奏 を 行 い,し か もそ の 間 た だ一 度 も同 じ音 楽 的 モ テ

ィ ー フを繰 り返 す こ とが なか った,と 彼 の音 楽 的創 造 性 を 回想 す る。

　 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の演 奏 の 第 三 の特 徴 は,他 の奏 者 のそ れ と聞 き違

xる こ との な い,彼 独 特 の音 色 に あ る。 楽 器 の 音 色 は,ど の ナ ー ガス ワ ラム演 奏家 に

とって も自己 のアイデンティ テ ィーの一 部 で あ り,演 奏 の評 価 の 対 象 とな るが,ラ ー

ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッラィ の奏 で る音 色 は,全 くこの世 の もの とは 思わ れ な い ほ ど

美 しか った と言 わ れ る。 そ して,こ の 特 色 の あ る音 色 に 深 く関 係 して い る のが,ラ ー

ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ 自身 が 考 案 した と言 わ れ る大型 で低 音 のナ ー ガ ス ワラ ム
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で あ る。 この楽 器 はバ ー リ ・ナ ー ガス ワラ ム(bari　 nagasvaram)と して 知 られ,そ

れ 以前 の 小 型 で高 音 の テ ィ ミ リ ・ナ ー ガス ワ ラム(timiri　 nagasvara〃1)と 区別 され る。

ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ 以 降 の ナ ー ガ ス ワ ラ ム奏 者 は,例 外 な くバ ー リ ・

ナ ーガス ワラ ムを演 奏 して きた。 この 大 型 の楽 器 が,こ れ ほ どまで徹 底 して普 及 した

の は,彼 らが ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィ ナ ム ・ピ ッライ の名 声 にあ や か ろ う と して,彼 の トレー

ドマ ー クで あ った 楽 器 を使 った こ とが 原 因だ と考 え られ る。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィ ナ ム ・

ピ ッライ の指 導 の も とに,こ の 大型 の ナ ー ガス ワラム を実 際 に作 った の は,タ ン ジ ャー

ヴール 県 ナ ラ シ ソガ ンペ ッー タイ(Narasinganpettai)に 住 む 楽 器 職 人,レ ソガ ナ ー

ダ ・ア ーチ ャ ー リ(N.G.　 N.　Renganada　 Accari)で あ る。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ

ッ ライ が 彼 の 作 る ナ ー ガ ス ワ ラ ムを 激 賞 した こ と も手 伝 って,一 躍 最 も人 気 の あ る

ナ ーガ ス ワラ ム作 りの 職 人 とな った 。 現在 で も レ ンガナ ー ダ ・ア ーチ ャー リが 最 高 の

ナ ー ガス ワラ ム制 作 者 で あ る こ とに 演 奏者 の間 で異論 は な く,第 一線 で活 躍 す るナ ー

ガス ワラ ム奏 者 の多 くが,彼 が作 った ナ ーガ ス ワラ ムを演 奏 してい る。

　 ブラ ーマ ンに よる ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の音 楽 的 資 質 の描 写 は極 め て肯

定 的 で あ るが,完 全 に 一 義 的 なわ け で は な い。 た とえ ぽ,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ

ッライは ア ー ラー パ ナを 演奏 す る能 力 で 高 く評 価 され る一 方,今 世 紀 の初 頭 よ り衰 退

しつつ あ るペ リヤ ・メ ー ラ ム伝 統 の 最 後 の 「輝 き」 で あ る と も描 写 され る。 つ ま り,

彼 は ナ ー ガス ワ ラム音 楽 伝統 の芸 術 的 価値 を代 表 して い る と同時 に,ブ ラーマ ソが 「黄

金 時代 」 と して描 写 す る タ ソジ ャー ヴ ール地 方 での ナ ー ガス ワ ラム音 楽伝 統 の終 焉 を

も象徴 させ られ る こ とに な る。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライや 他 の過 去 の ナ ー ガ

ス ワラ ムの 名手 た ちを 称 賛す る ことは,そ の意 図が 主 観 的 に どれ ほ ど純粋 であ るに せ

よ,現 在 の 音 楽家 の低 下 した演 奏 レベ ル を 白昼 に引 きず り出 し,そ うす る こ とに よ っ

て彼 らが お か れ た被 支 配 的 な状 況 を 正 当 化 す る効 果 を 持 って い る 【TERADA　 1996]。

　 声楽

　 ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライの ナ ーガ ス ワラ ムの 演奏 は ブ ラ ーマ ソに高 く評 価

されて い るが,彼 のそ う した才 能 は時 と して,彼 の声 楽 家 と して の能 力 との結 び つ き

に よって 説 明 され る。 カル ナ ー タ カ音 楽 で は,声 楽 が す べ て の基 本 で あ り,楽 器 の 演

奏 にお い て も声楽 特 有 の 装飾 音 を い か に うま く模 倣 す るか が評 価 の 重 要 な基 準 とな る

とい う考 え が 支配 的 であ る。 それ は,楽 曲 の テ キ ス トが 言葉 と して 音 楽 に のせ られ る

だ けで は な く,声 楽 で 発 展 して きた 数 々の装 飾 技 法 が 音 楽 の美 的 本 質 を表 現 す るの に

最 も適 して い る と考え られ て い るか らだ 。 ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライは ナ ー ガ

ス ワ ラム奏 者 と して名 声 を獲 得 した が,カ ル ナ ー タ カ音 楽 に おけ る声 楽 の優 位,そ し
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て ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の声 楽 へ の堪能 を強 調 す る こ とに よ って,彼 の 音

楽 的側 面 は カル ナ ータ カ音 楽 に 「取 り入 れ 」 られ,同 一 化 され て い る。

　 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ヅライ の声 楽 家 と して の 才能 や,彼 の 行 った声 楽 の演 奏

会 ・ラ ジオ放 送 は,ブ ラー マ ソに よ って しば しぽ 言 及 され るが,声 楽 の 素養 は ナ ー ガ

ス ワ ラ ム奏 者 に とって 決 して例 外 的 な もの で は なか った 。そ れ どこ ろか,声 楽 は ナ ー

ガス ワ ラム を習 得 す る上 で必 要 不 可 欠 な基 礎 で あ る と され て い る。 弟 子 入 りす る と,

まず あ る一 定 の期 間 は 声 楽 の訓 練 を 受 け,そ れか ら は じめ て ナ ー ガ ス ワラ ムの学 習 に

移 るの が一 般 的 で あ った。 実 際 に,ナ ーガ ス ワ ラム奏者 の 多 くが,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィ

ナ ム ・ピ ッライ の よ うに 公 の場 で演 奏 す る こ とは な いに しろ,才 能 の あ る声 楽 家 で あ

った 。 そ れ に もか か わ らず,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ヅライ の声 楽 に関 す る言説 で

は,ナ ー ガス ワ ラム音 楽 に お け る声 楽 の 一 般 的 な重 要 性 は 後景 に押 しや られ て い る。

　 声 楽 伝 統 との強 力 な結 び つ きの他 に,何 人 か の影 響 力 のあ る ブ ラ ーマ ン声 楽 家 が彼

の ナ ー ガス ワラ ム音 楽 を 絶 賛 した こ とが,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ヅ ライ が 広 く受

け 入 れ られ て きた一 つ の 理 由 であ る と考え られ る。 特 に,絶 大 な 人 気 を 集 め て い た

G.N.パ ー ラ ス ブ ラマ ニ ヤ ム(Balasubramaniam,1910-1965)は,自 己 の音 楽 が ナ ー

ガス ワ ラム音 楽,特 に ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ のそ れ に 影 響 を受 け た こ とを

公 言 し,ま た 広 くそ う信 じ られ て い る。 彼 の声 楽 に お け る ブ リガ ーは 前代 未 聞 の業 績

で あ り,彼 以 前 に は ナ ーガ ス ワラ ム奏者 に よ って の み可 能 な演 奏 法 だ った と評 価 され

てい る 【VBw欄 ㎜1975;㎞Ac㎜D蹴 τ1985;S田 ㎜ ㎜1985;T㎜ 姻

1988:152]0

　 師 弟 関係

　 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の 師 匠 と して ブ ラ ーマ ソ音 楽 家 の存在 が強 調 され

る こ とは,カ ル ナ ー タ カ音楽 へ の 「取 り入れ 」 の も う一 つ の例 で あ る。19世 紀 末 か ら

20世 紀 初 頭 に か け て カル ナ ータ カ音 楽 界 に君 臨 した ブ ラ ーマ ソの ヴ ァイ ナ リン奏者 テ

ィ ル ッ コ デ ィ カ ー ヴ ァ ル ・ク リ シ ュ ナ ・ア イ ヤ ル(Tirukkodikaval　 Krishnayyar,

1857-1913)の 名 が,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ の主 た る師 匠 と して あ げ られ

る 【BHuvAMHAN　 1987:57】 。 イ サ イ ・ヴ ェ ー ラ ー ラル の 多 くは,ク リシ ュナ ・ア イ

ヤル との師 弟 関 係 を否 定 しな い もの の,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ヅライが 音 楽 の機

微 を学 んだ の は,当 時 の ス タ ー演 奏 家 の 一 人 で あ った ア ソマ ーチ ャ ッテ ィラ ム ・カ ソ

ヌサ ー ミ ・ピ ッライ(Ammachattiram　 Kannusami　 Pillai,1876-1933)で あ る と主 張 す

る7も しか し,こ の イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル 演 奏 家 との 師 弟 関 係 は,ブ ラ ー マ ソに よ

7)　 カンヌサー ミ ・ピッライは主にタ ヴィル奏者であ ったが,ナ ーガス ワラムにおいて も非凡/
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って語 られ る こ とは 極 め て少 な い 。

　 ク リシ ュナ ・アイ ヤ ル が世 を 去 った の は,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ が 弱冠

15才 の時 で あ った か ら,ア イ ヤル の も とで彼 が ど こ まで 深遠 な音 楽 的 知識 を 習得 で き

た か,と い う疑 問 を 投 げ かけ るイ サ イ ・ヴ ェー ラー ラル 演奏 家 も存 在 す る。 ナ ー ガス

ワラム の習 得 には 長 い年 月 を要 す る こ とを考 慮 す れ ぽ,こ れ らの イサ イ ・ヴ ェー ラー

ラル た ち の疑 問は 妥 当 で あ る と言 うべ きで あ ろ う。 しか し,こ こ で よ り重 要 な の は,

ラ ージ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライが 実 際 に誰 か ら音 楽 を 習 得 した か とい う実証 的 な事

実 関 係 で は な く,彼 の 高 い音 楽 性 と ブ ラ ーマ ソ音 楽 家 との 師弟 関 係 が 結 び つ け られ て

語 られ て い る点 で あ る。 言 い換 えれ ば,ブ ラー マ ンの言 説 に お い て は,秀 逸 な音 楽 家

と して の ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は,ブ ラ ーマ ン師 匠 か ら教 えを 受 け た カル

ナ ー タカ音 楽 の伝 統 を 受 け継 ぐ と描 写 され る。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッラィ が,

彼 と同 時 代 の ナ ー ガ ス ワラ ム奏 者 に 対 す る低 い評 価 や 自己 の声 楽 家 と して の 自負 を反

映 し て,自 分 は 単 な る ナ ー ガ ス ワ ラ ム奏 者(ナ ー ガ ス ワ ラ ・ヴ ィ ッ トゥ ワ ー ン

nagasvara　 vittuvan)で は な く,ブ ラー マ ソ と意 味上 最 もつ な が りの深 い カ テ ゴ リー

で あ る古 典 音 楽 家(サ ソギ ー タ ・ヴ ィ ッ トゥ ワー ソsangita　 vittuvan)で もあ る と主

張 した こ と も,ブ ラー マ ンに よる上 記 の 解 釈 を容 易 に した と考 え られ る。

B.生 活習慣 ・性 向

　 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の生 活 習慣 や人 間性 はr彼 の音 楽 的能 力へ の 高 い

評 価 とは 対 照 的 に,ブ ラ ーマ ソに よ って 否 定 的 な言 葉 で 語 られ る。 彼 の性 向 ・習慣 に

関 す る逸 話 は 数 多 く存 在 し,そ の 内容 は,深 酒,肉 食,性 的 モ ラル や 経 済 観念 の欠 如,

精 神 不 安 定,贅 沢 品嗜 好 な ど多岐 にわ た る。 こ こで は,そ の 中 で よ く知 られ,か つ 頻

繁 に語 られ る逸話 を い くつ か 紹介 す る。 そ の 後 に,そ の よ うな プ ラー マ ソが作 り出 し

て い る ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ の イ メ ージ に対 す るイ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル

の解 釈 と反 応 を描 写す る。

　 飲 食 の 習 慣

　 ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の飲 食 に 関 す る習慣 は,し ぽ しば 彼 の他 の性 向 と

結 びつ け られ て語 られ る話 題 で あ る。 彼 は 酒(主 に ウイ スキ ーや ブ ラ ソデ ー な どの 高

級 酒)を 大 量 に,ま た頻 繁 に飲 む こ とで知 られ,こ れ が 原 因 で演 奏 の予 定 を忘 れ た り,

また は演 奏 す る気 分 に なれ ず,公 演 が 中止 に な った こ とが 幾 度 とな くあ った とされ る

＼ な才 能 の持 ち主 だ った と言 われ る。 彼 は,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ヅラ イ の養 父 で あ るナ

　 テ ー サ ・ピ ッライ の伴 奏者 と して 長 年活 躍 した 【SuNDARAM　 1992a:245-249]。
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【Tu皿AN　 1988:92-95】 。 彼 は また,肉(主 に 山羊 肉)を 大 量 に 常 食 した こ とで も知

られ て い る。この食 事 習慣 は 彼 の音 楽 演 奏 を 支 え るス タ ミナの 源泉 だ とされ る。プ ラ ー

マ ソは,ナ ー ガ ス ワラ ムや タ ヴ ィルを 演奏 す る に は尋 常 で は な い体 力 が い り,そ の た

め には 肉食 が不 可 欠 であ り,ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の食 事 習慣 をそ の 例 と

して あげ る こ とが多 い。 また,ペ リヤ ・メ ー ラ ム音 楽 の演 奏 に は 肉食 が 必要 で あ るか

ら,菜 食 主 義者 で あ る ブ ラ ーマ ンは この 音楽 を演 奏 す るの に適 して いな い と主 張 す る

者 もい る。 ペ リヤ ・メー ラ ム演 奏家 が非 菜食 主義 者 であ る とい う考 えは,彼 らの体 格

が大 き くず ん ぐ りと してい る とい うス テ レオ タイ プ とも しば しぼ結 びつ け られ る。 こ

の イ メー ジに も,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は寄 与 して い る。 彼 は,背 は高 く

な か った が,上 半 身 や 首 は 人 並 み はず れ て 大 きか った と され るか らだ 【SANKARAN

1981:297],

　 気 ま ぐれ な性 格

　 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は気 ま ぐれ な こ とで知 られ,自 分 の気 に 入 らな い

こ とが あ る と,酒 気 を 帯 び て いな い と きで も,公 演 を直 前 に キ ャンセ ル した り,演 奏

の 途 中 で 舞 台 を 去 る こ とが しば しぼ だ っ た 【cf.　SANKARAN　 1981:291;TUMILAN

1988:108;SuNDaaaM　 1992a:178-179]。 この 点 に 関 して,次 の よ うな逸 話 が伝 え ら

れ て い る。 タ ミル ・ナ ー ドゥ州 南 部 の ラ ーマ ナ ー ダ県 に あ る ラー メ ース ワ ラム で行 わ

れ た寺 院祭 礼 で演 奏 中,「 マ フデ ィ」 と称 さ れ る曲 を演 奏 して ほ しい とい う リクエ ス

トが聴 衆 の一 人 か ら 出 され た 。 「マ フデ ィ」 は,当 時人 気 が あ った が 古 典 曲 では な く

即 興 演 奏 の 余地 の少 ない 曲 だ った。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライは,依 頼 を した

男性 に演 奏 して いた ナ ー ガス ワラム を手 渡 し,皮 肉 た っぷ りに 「そ ん なに 聴 きた い の

な ら,自 分 で演 奏 して くだ さ い」 と言 い 残 して 舞 台 を 去 った とい う 【E肌ARVI　 1967:

107-109】 。 また,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライの演 奏 を主 催 す る企 画 者 た ち は,

彼 が予 定 どお り会場 に着 く よ うに,ま た 公 演 の開 始 時間 まで 機 嫌 を損 ね ない よ うに,

前 も って様 々な 手段 を講 じなけ れ ぽ な らなか った 。 た とえぽ,当 時 ラー ジ ャラ ッテ ィ

ナ ム ・ピ ッラ イの演 奏 会 を マ ドラ スで何 回か 企 画 したM.P.ソ ーマ ス ソ ダ ラムは,彼

が 演 奏 会場 に現 れ る よ うにす るに は,タ ンジ ャー ヴール地 方 か ら汽 車 で や って くる彼

を 必 ず マ ドラス駅 で 出迎 え なけ れ ぽ な らなか っ た と回顧 す る。 そ う しな けれ ば,マ ド

ラ ス駅 に 着 い た と して も公 演 会 場 に 現 れ る と は 限 ら な か っ た ら しい 【SOMASUN-

DARAM　 19931。 ま た,い った ん 会 場 に 着 い て も,外 出 して戻 って こな い 可 能 性 も大

きか った 。 そ の ため,控 え 室 で は ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ が特 に好 ん だ と さ

れ る ビズ ミラー ・ハ ー ン(北 イ ン ドの シ ャ ーナ ーイ奏 者)の レコー ドを か け て,他 に
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注 意 が行 か な い よ うに工 夫 した 者 も あ った 【SANKARAN　 1981:291;TuME1田 　 1988:

138】8)0

　 性 的 過剰

　 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ の性 的 な過 剰 も よ く語 られ る話題 の一 つ で あ る。

彼 に は 五 人 の妻 が いた こ とは広 く知 られ て い る。 子 が で きな いた め に第 二 の妻 を め と

る こ とは,当 時 のペ リヤ ・メー ラム音 楽家 に とって そ れ ほ ど例 外 的 な こ とで は な か っ

た し,事 実 ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は子 宝 に 恵 まれ なか った。 しか し,五 人

も妻 が い た こ とは過 剰 で あ る とみ な され,彼 の性 的 な どん欲 さの発 露 で あ る と して語

られ る こ とが 多 い。 また,妻 た ちに 対 す る無 思 慮 な言 動 も噂 に な る9)0さ らに,ラ ー

ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に は五 人 の正 妻 の他 に,南 イ ソ ドの 至 る所 に愛 人 が い た

と信 じられ て い る。 彼 は,芝 居 や 映 画 が好 きで,実 際 に 自分 も映 画 に俳 優 と して 出演

した こ と が あ り,映 画 や 舞 台 劇 の 関 係 者 と の 交 流 も 多 か っ た[TUMILAN　 1988:

113-118,145-146】 。 マ ドラス で行 わ れ た彼 の葬 儀 に は,愛 人 であ った とされ る女 優 た

ちが 大 挙 して列 席 した こ とが,ま こ と しや か に語 り継 が れ て い る。

　 贅 沢 指 向 と経 済 観 念 の 欠如

　 さらに,し ば しば 話 題 に の ぼ る のは,ラ ー ジ ャラ ヅテ ィナ ム ・ピ ッライ の贅 沢 品 指

向や,派 手 で人 目に付 く行動 で あ る。燃 費 の極 端 に 悪 い 大型 の輸 入車 を乗 り回 した こ

と,人 一 倍大 き な ダイ ヤ モ ン ドの イ ヤ リソ グや 派 手 な純 金 の ネ ック レス を して い た こ

とな ど,彼 の高 級 品 志 向 に 関す る逸 話 は 多 い 【cf.　SAN㎜AN　 1981;TuMILAN　 1988:

33,821。 また,そ れ らの贅 沢 品 を衝 動 的 に かつ 大 量 に 購 入 す る習 慣 が あ った ともい わ

れ る。 あ るブ ラー マ ソの ペ リヤ ・メ ー ラ ム音 楽 愛 好 家 は,ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ

ッ ライ が 十本 の指 す べ て に 大 きな指 輪 を は め,演 奏 中 に は そ れ らの指 輪 に光 が 反 射 し

て まば ゆ い ほ どだ った と回想 す る 【RAMAMURTHY　 1986】。 さ らに,鉄 道 で遠 方 へ 演 奏

に出かける時は,必 ず一等車を利用 し,伴 奏者だけではな く家族や友人などを引薯連

れ て,大 挙 して演 奏 地 へ乗 り込 む こ と も しぼ しば だ った と伝xら れ て い る。 ラ ー ジ ャ

ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の奇 行 や 金 銭 感 覚 の欠 如 の 一 例 と して,次 の逸 話 も よ く知 ら

8)　 シ ャ ーナ ー イ は北 イ ソ ドで 演 奏 され る重 舌 の気 鳴 楽 器 。 南 イ ソ ドの ナ ー ガス ワラ ム と同 じ

　 よ うに,婚 姻 儀 礼 な どの 伴 奏 音 楽 と して演 奏 され る。 ビズ ミラ ー ・ハ ー ソは,儀 礼 に結 びつ

　 い た シ ャー ナ ー イ音 楽 を コ ンサ ー ト会場 で演 奏 され る古 典音 楽 に 「引 き上 げ た 」 と され,南

　 イ ン ドの ペ リヤ ・メー ラ ム音 楽 で同 様 の変 化 を もた ら した とい わ れ る ラー ジ ャ ラ ヅテ ィナ ム

　 ・ピ ッライ と比 較 され る こ とも 多 い。

9)三 番 目の妻 ジ ャナ カ ム(Janakam)は ラ ー ジ ャ ラッテ ィナ ム ・ピ ッライ の扱 いYT耐xら れ

　 な くな り,彼 の も とを 去 った と伝 え られ る。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の 死 後,彼 女

　 との 間 に で きた娘 であ る と名 乗 る女性 が 出現 したが,そ の 真偽 は わか らな い 。 また,ラ ー ジ

　 ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ が この娘 の 存在 を知 ってい た 形跡 は な い。
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れ て い る。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ が 一 生 の大 半 を 過 ご した テ ィル ヴ ァー ヴ

ァ ドゥ ド ゥライは,タ ンジ ャー ヴール県 に あ る小 さな村 で,鉄 道 は 近 くを通 って い る

もの の 駅 は なか った 。 マ ドラスな どの遠 隔 地 での 演奏 の帰 りに は,自 分 の家 に 一番 近

い地 点 で,緊 急 用 の ブ レーキ をか け,そ の不 正 な使 用 に対 す る高 額 の 罰金 を払 って,

そ こか ら平気 な顔 を して歩 い て帰 宅 した こ とが何 度 もあ った とい うもの で あ る。

　 こ こで 重要 な こ とは,ラ ージ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に関 す る これ らの属 性 が 単

に彼 だ け に 特有 な性 向 では な く,ペ リヤ ・メー ラム音 楽 家 の一 般 的 な傾 向 と して語 ら

れ る点 に あ る。 つ ま り,ブ ラ ーマ ンは,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に まつ わ る

興 味 をそ そ られ る よ うな逸 話 を語 る こ とに よ って,ペ リヤ ・メ ー ラムの 演 奏 家 た ち が

同様 の不 道 徳 な性 向 を持 つ と特 徴 づ け る。 この よ うな語 り口は,逆 説 的 に 自 らの道 徳

的優 位 を強 調 し,ペ リヤ ・メ ー ラム の伝 統 とそ れ を代 表 す る ラ ージ ャ ラ ッテ ィナ ム ・

ピ ッ ライ との 相 違 を 明 白に す る。 換 言 す る と,一 方 では ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ

ライ の演 奏 家 と して の偉 大 さは,師 匠で あ る ブ ラ ーマ ソ音 楽 家 か ら受 け 継 い だ声 楽 の

素養 に起 因 し,従 って カル ナ ー タ カ音 楽 伝 統 か ら受 けた 恩 恵 と し,他 方,決 して称 賛

す る こ との で きな い彼 の生 活 ス タイ ルや 習 慣 は,ペ リヤ ・メ ー ラ ム演 奏 家 に 多 か れ 少

な か れ共 通 す る性 向 だ とす る。

C.イ サ イ ・ヴェー ラーラル の対 抗 的解釈

　 抵 抗 と しての 模 倣

　 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライに よ って始 め られ た新 しい演 奏 形 態や 生 活 習 慣 の

多 くは,ブ ラー マ ンが 中 心 的位 置 にい る カル ナ ー タ カ音 楽 の それ を 模 倣 した もので あ

った と言 わ れ る。 た とえ ば,ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は,ナ ー ガス ワ ラム を

コ ンサ ー ト ・ホ ール で演 奏 した 初 め て の奏 者 だ とされ る 【NANDAKu㎜ 　 1993:25】 。

この新 しい 演奏 コ ソ テ クス トで は,タ ヴ ィル,タ ー ラ ム(talam;二 枚 一 組 の 小 さ な

シ ソバ ル)の 伴 奏 を伴 う,ペ リヤ ・メ ー ラ ム音 楽 の典 型 的 な ア ソサ ンブル 形 態 だ け で

は な く,ヴ ァイ オ リソ,ム リダ ンガ ム(mridangam;両 面 太 鼓)と い うカル ナ ー タ カ

音楽 の伴 奏 者 と共 に演 奏 す る形 態 も,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライが 創 始 した と

広 く信 じ られ て い る 【ELLARVI　 1967:102】io)。 また,カ ル ナ ー タ カ音 楽 に お い て マ イ

クの使 用 が 一 般 的 に な る と,ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ も 自分 の公 演 で は マ イ

10)　 この際,ラ ージャラ ッテ ィナ ム ・ピッライは ナーガス ワラム音 楽を コンサ ー ト芸術に 「引

　 き上 げ」た とい う言い方が しば しぽ見 られ る[PARTHASARATHY　 l981】。 この語 り口Y'も,音

　 楽協会 が主催す るコソサ ー ト ・ホールでの公演が中心的な演奏 コソテ クス トであ るカルナ ー

　 タカ音楽を頂点 とす る音楽観 が表現 されている。
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クの設 置 を 要 求 した。 元 来 ペ リヤ ・メ ーラ ム音楽 は,寺 院 境 内 な ど開 か れ た 空 間 で演

奏 され る もの で,音 量 も大 き く音 響 的 には マイ クの必 要 性 は な か った の で,ラ ージ ャ

ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の要 求 に対 処 す るた め に マ イ クを 設 置 した もの の,電 源 を入

れ ず にお い た コ ソサ ー ト企 画 者 もい た。 現在 ではrコ ソサ ー ト ・ホ ール に お け るペ リ

ヤ ・メ ー ラ ムの 公演 にお い て は マ イ クの使 用 が一 般 化 して い る。

　 ラ ージ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は,ペ リヤ ・メー ラム音 楽 に新 しい演 奏 コ ソテ ク

ス トを創 始 した だ け では な く,従 来 の儀 礼 的 コ ソテ クス トに お い て も大 きな変 化 を も

た ら した と考え られ て い る。 た とえ ば,ペ リヤ ・メー ラム音 楽 の ア ンサ ソブル で持 続

音 を 出す 楽器 の変 換 に ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ が 関 与 した と考え られ て い る

こ とだ。 以 前 は,オ ッ トゥ(ottu)と 呼 ばれ る,形 状 や 大 き さで ナ ーガ ス ワ ラムに 類

似 した 気 鳴 楽 器 が 持 続 音 の演 奏 を 担 当 して い た が,こ の 楽 器 を ス ル テ ィ ・ペ ッテ ィ

(srutipetti}11)に 置 き換 えた 最 初 の演 奏家 が ラ ージ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ で あ っ

た と広 く信 じられ て い る。1940年 代 か ら1960年 代 にか け て,オ ッ トゥか らス ル テ ィ ・

ペ ッテ ィへ の移 行 が進 行 し,現 在 で は オ ッ トゥ奏 者 は 皆 無 で あ る。

　 さ らに,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は ナ ー ガ ス ワラ ム奏 者 の外 見 を著 し く変

え た と も言 われ る。 ク ド ゥ ミ(kudu〃 の と呼 ば れ る 儀 礼 コ ソテ クス トと密 着 した 伝

統 的 な髪 型 を や め て 西洋 式 の髪 型 に し,上 半 身 裸 で 演 奏 す る代 わ りに シ ャ ツ(sattai)

を 着 て演 奏 した最 初 の ナ ー ガス ワ ラム奏者 が ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ だ った

と信 じられ て い る。 元 来,ク ドゥ ミや 上半 身 裸 に な る こ とは,神 に対 す る帰依 ・献 身

を 表 現 す る もの で,儀 礼 的 な 意 味合 いが 強 く,寺 院 に お い て 神 に捧 げ る音 楽 を演 奏 す

る ペ リヤ ・メ ー ラ ム演 奏 家 に と って 適 切 な 出 で立 ち で あ る と考 え られ て い た た め,

ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ が 変 化 を もた らす まで 堅 く守 られ て い た 習 慣 だ っ

た 。

　 ブ ラ ーマ ソに は,カ ル ナ ー タ カ音 楽 の慣 習 は ペ リヤ ・メー ラム音 楽 に と って は不 必

要 も し くは不 適 切 で あ り,ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に よる これ らの慣 習 の執

拗 な 模 倣 は,彼 の子 供 の よ うに単 純 で未熟 な性 格 に 起 因 して い る と見 なす 者 が多 い 。

これ に 対 し,イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラルは,ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の模 倣 を

ブ ラー マ ンが押 しつ け て きた慣 習 へ の意識 的 な挑 戦 で あ った と解 釈 す る。 多 くの イサ

イ ・ヴェ ー ラー ラルが ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の 次 の言 葉(彼 が実 際 そ う言

った か ど うか は別 と して)を 引用 す る。「あ い つ ら(プ ラ ー マ ソ)が や って い るん だ。

ど う して我hに は で きな い の だ」 と。 ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッラィ は 自分 の演 奏

11)木 の箱の中に組み込 まれたふ いごで空気 を送 り入れ るフ リー ・リー ドの楽器。
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者 と して の業 績,そ して 自分 が 受 け継 い で きた伝 統 に計 り知 れ な い誇 りを 持 って い た

と考 え られ る。彼 は,自 分 の誇 りが不 遜 に 冒濱 され た とき,独 自の方 法 でや り返 した 。

前 述 した よ うに,ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は短 気 や 気 ま ぐれ で あ る こ とで有

名 で,少 しで も意 に添 わ な い こ とが あ る と,演 奏 時 間直 前 で も容 赦 な く公 演 を キ ャ ン

セル した。 しか し,こ れ も単 に 彼 が お天 気 屋 で あ った だけ では な く,ペ リヤ ・メ ー ラ

ム音 楽 に対 す る無 理 解や,彼 自身 に対 す る不 敬 な扱 いへ の反 発 で あ った こ とが 多 い。

そ して,ブ ラー マ ンが ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の 「気 ま ぐれ」 に対 処 しかね

た こ と 自体 が,彼 が ブ ラー マ ン優位 とい う逆 境 で 勝 ち得 た地 位 と力 の証 で あ った,と

イサ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル は評 価 す る。

　 ブ ラー マ ンの演 奏慣 習 や ライ フス タイ ル の模 倣 が ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ

の不 服従 や抵 抗 の手 段 と して有 効 で あ る とす れ ば,そ れ は カ ル ナ ー タ カ音 楽 家(大 多

数 が ブ ラ ーマ ン)の ペ リヤ ・メ ー ラ ム奏 者(ほ とん ど例 外 な く非 ブ ラ ーマ ン)に 対 す

る優 位 が,演 奏 慣 習 に最 も明 白に表 現 され,刻 印 され て い る とい う背 景 が あ るか らだ。

た とえぽ,毎 年 タ ソジ ャ ー ヴ ール 県 の テ ィル ヴ ァイ ヤ ー ル で 行 わ れ る,「 楽 聖 」 テ ィ

ヤ ー ガ ラ ージ ャの 死 を追 悼 す る音楽 祭(テ ィヤ ー ガ ラー ジ ャ ・ア ー ラー ダナTyagara-

ja　Aradhana)で は,長 年 カ ル ナ ー タ カ音 楽 家 だ け が ス テ ー ジの上 に座 って 演 奏 す る

こ とが 許 され,ペ リヤ ・メ ー ラム演 奏 家 は ス テ ー ジか ら離 れ た場 所 で立位 の ま ま演 奏

す る こ とが 習慣 化 され て い た。 こ の状 況 を変 えた と信 じられ て い る のが ラー ジ ャ ラ ッ

テ ィナ ム ・ピ ッライ だ 。1939年,彼 は ス タ ー演奏 家 と して の地 位 や影 響 力 を 駆 使 して,

音 楽祭 の 企 画 委 員 た ち と交 渉 し,ス テ ー ジ上 で の座 位 の 演 奏 を認 め さ せ た と され る

【SANK㎜ 　 1991】。 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライは寺 院祭 礼 の 行列 にお け る演 奏

で も,山 車 を先 導 して 歩 きな が ら演 奏 す る代 わ りに,座 っ て演 奏 す る こ とを 主 張 して,

牛 車 に乗 って 演奏 した と伝 え られ て い る12)0

　 カル ナ ー タ カ音楽 内の 慣 習 に お い て も,ブ ラー マ ン音 楽 家 は イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラ

ル演 奏 家 に 対 して優 位 を 保 って きた。 南 イ ソ ドの演 奏 会 で は,そ の企 画 者 また は後 援

者 が,金 銭 に よ る謝 礼 とは 別 に,演 奏 に対 す る感 謝 の しる しと して,花 輪(マ ー ライ

malai)や 肩 掛 け(ポ ンナ ー ダイponnddai)な どを 演 奏 者 た ち に贈 る こ とが あ る。 こ

の贈 与 は 演 奏 の 直後,舞 台 の上 で行 わ れ るの が普 通 で,演 奏 家 間 の序 列 が 明 白に示 さ

れ る時 で もあ る。演 奏 家 が 皆 ブ ラー マ ンであ る場 合 は,そ れ らの 贈物 は音 楽 的役 割 に

12)　 ラージ ャラッティナム ・ピッライが祭礼行列時に座位 で演奏 したことを,彼 の飲 酒習慣 と

　 結びつ け,泥 酔 していて立位で演奏 できなか った ことが本当の理 由であるとい う中傷 的な解

　 釈 もある。
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よ って 決 め られ て い る順位 に従 って 贈 られ る。 つ ま り,一 番 は じめY'主 奏 者(声 楽 家

また は 器楽 奏 者)が 受 け,つ ぎに メ ロデ ィ ー伴奏 者(バ イ オ リン奏 者 の 場 合 が 多 い),

そ して リズ ム伴 奏 者(ム リ ダ ンガ ム奏 者)と い う順 番 で あ る[SANKP.RAN　 l987:38】13)。

この 半 儀礼 的 な贈 物 の習慣 に おけ る順 位 は,演 奏 家 へ の謝礼 の金 額 に も忠 実 に対 応 し

てい る。 しか し,イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラル の 主奏 者 と ブ ラ ーマ ンの伴 奏 者 が一 緒 に演

奏 す る場 合 には,後 者 が 音楽 上 では 劣 位 に あ る に もか か わ らず,さ きに 贈 り物 を受 け

る のが 習 わ しだ っ た。 この プ ラー マ ン優 位 の 習慣 とい う背 景 で あ った か ら こそ,ラ ー

ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ヅライ は,カ ル ナ ー タ カ音 楽 の演 奏形 態 で演 奏 す る際 ブ ラー マ

ンの 伴 奏者 を好 ん で選 んだ とい う。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライが,彼 の 特 異 な

人 気 を 利 用 して,ブ ラ ー マ ソ伴 奏 者 を 後 目に,一 番 最 初 に 贈物 を受 け た こ と(も し く

は受 け る よ うに主 張 し,受 け 入れ られ た こ と)は,彼 の ブ ラ ーマ ン支 配 に対 す る異 議

申 し立 て の一 形 態 だ と多 くの イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル は解 釈 す る。

　 「三 楽 聖」 の反 転 像 と して の ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ

　 カル ナ ータ カ音 楽 が おお む ね ブ ラー マ ンに 支 配 され て い る とい う視 点 に立 て ぽ,こ

の 音 楽 伝 統 に お け る イ デ オ ロギ ー 的 ・美 的 理 想 像 が い わ ゆ る 「三 楽 聖 」(sangida

mummurttihal)に 関 す る記 述 や イ メー ジ の な か に埋 め 込 まれ て い る と して も,そ れ

は単 な る偶 然 で は な い 。「三 楽 聖 」 とは19世 紀 前 半 に 活 躍 した 三 人 の ブ ラ ーマ ン音 楽

家,テ ィ ヤー ガ ラー ジ ャ(Tyagaraj　 a,1767-1848),ム ッ トゥス ワ ー ミ ・デ ィー クシ タ

ル(Muttusvami　 Diksitar,1776-1835),シ ャ ー マ ・シ ャ ー ス ト リ(Syama　 Sastri,

1762-1827)の こ とで あ る。 彼 らの一 生 は,神 へ の 完 全 な献 身,世 俗 的 な 援 助 ・保 護

の忌 避,彼 らの音 楽 が 引 き起 こ した奇 跡 的 な 出来 事 な どに よ って描 写 され る。 音 楽 が

宗 教 的 献 身 へ の道 で あ る とい う概 念 は,「 三 楽聖 」 に関 す る言 説 に集 約 的 に あ らわ れ,

音 楽 に携 わ る行 為 全体 の イ デ オ ロギ ー的 な理 想 とみ な され る。 現代 の音 楽 家 は,コ ソ

サ ー ト ・ホ ール や 家庭 儀 礼 に おけ る 「契 約 」 に よ る演 奏 に生 計 を 依 存 して い る。 この

よ うな職 業 の あ り方 が,こ れ まで 述 べ た音 楽 家 と して の理 想 の実 現 を 阻 ん で い る とい

う側 面 を こ こで 思 い 返 す こ とは 重 要 だ。 師弟 関 係 を 通 じて,自 らを 「三 楽 聖 」 の音 楽

の継 承 者 で あ る と位 置 づけ る こ とは,現 代 音 楽 家 と して生 き るに つ け て欠 如 してい る

聖性 を補 完 し,理 想 と現実 の間 に あ る 矛盾 を 緩 和 す る。

　 「三 楽 聖 」の 言 説 に 体現 化 され て い る音 楽 お よび 音 楽 家 の理 想 像 は,イ サ イ ・ヴ ェー

i3)　 ガタム(gatam,土 の壷,表 面を手のひ らや指で叩いて音 を出す)や カンジ ラー(kanjira,

　 タ ンバ リンの一種)な どの楽器 を演奏す る複数 の リズム伴奏者 がいる場合 には,ム リダ ソガ

　 ム奏者 の後に贈 られ る。
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ラ ー ラル 演 奏 家 た ち に否 定 され て い るわ け で は な い。 そ れ ど ころか,音 楽 を 演 奏 す る

こ とが 神 へ 通 じる道 であ る とい う考 えは,イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラ ルに も積 極 的 に 受 け

入れ られ て い る。 この こ とは,寺 院 にお い て神 へ の奉 仕 と して音 楽 ・舞踊 を生 業 と し

て きた イサ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル に と って当然 の こ とか も しれ な い。 彼 らの 間 では,自

分 た ちの カ ー ス ト出身 の過 去 の 「聖 人 」 音 楽家 た ち の存在 が語 り継 が れ て い る。 この

よ うにイ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル が音 楽 に 関 す る理 念 上 の 理想 像 を共 有 して い るに もか

か わ らず,ブ ラ ーマ ンた ちが そ の理 想 像 を三 人 の ブ ラーマ ソ音 楽 家 の カ ース ト帰 属 に

重 ね合 わ せ る よ うに言 及 す る こ とは,古 典 音 楽 に おけ る 自分 た ち の歴 史 的役 割 が 絶 大

で,ま た,彼 らの音 楽 伝 統 の 「正 当 な」 継 承者 と して現 在 の音 楽 文 化 に お い て も 中心

的 な位 置 に 存 在 す る こ とを 強 調 す る効 果 が あ る。

　 こ こで注 目す べ きは,ブ ラ ーマ ソが創 り上 げ た イ メー ジに お い て は,聖 人 音 楽 家 と

して の 「三 楽 聖 」 の属 性 は,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ を代 表 とす るペ リヤ ・

メ ー ラ ム音 楽 家 の ス テ レオ タイ プ とほ とん ど対 角線 上 に 対 位 して い る こ とだ。 ブ ラー

マ ンた ち に よる ブ ラ ーマ ン音 楽 家 の理 想 像(菜 食 主 義 ,簡 素 な生 活,物 的無 欲,宗 教

的 献 身 な ど)は,そ の イ メ ー ジの反 転 像 と して の イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル の属 性(肉

食,派 手 好 み,も の へ の執 着,宗 教 的堕 落 な ど)に よ って明 確 に され て い る と言 って

も よい。

　 イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル は,ブ ラ ーマ ソが,こ の三 人 の ブ ラ ーマ ソ音 楽 家 を半 ぽ神

格 化 し,彼 らが 南 イ ン ド音 楽 の頂 点 を なす と主 張 す る こ とに よ って,非 ブ ラ ーマ ソを

数 多 く含 む他 の音 楽 家 た ち の貢 献 を 罎 小化 して い る こ と,さ らに 「三 楽 聖 」 に 代表 さ

れ る理 想 的 な音 楽 家 像 を前 面 に 押 し出 す こ とに よ って,自 分 た ち が カル ナ ー タ カ音 楽

の最 も権 威 の あ る実 践 者 で あ る と 自己規 定 して い る こ とに反 発 す る。 ブ ラー マ ソ音楽

学 者 が 描写 す る 「三 楽 聖」 像 に,多 くの イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル は 異議 を唱 え る。 た

とえぽ,三 楽 聖 の一 人,ム ッ トゥス ワー ミ ・デ ィー クシ タルが 出身 地 テ ィル ヴ ァール ー

ルに 多 くの イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラ ルの 弟子 を持 って い た こ とは 広 く知 られ て い るが,

この弟 子 た ち が デ ィー ク シタ ル に音 楽 的影 響 を与 え た とい うイサ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら

の 主 張 は ブ ラ ー マ ンに よ って ほ とん ど全 く無 視 され て い る[VENKATARAMA　 AIYAR

l968,1979;RAGHAvAN　 1975a,1975b;cf.　 KERsENBooN-SToRY　 1987:42]。 イサ イ ・

ヴ ェー ラ ー ラル の なか に は,デ ィー ク シ タル は単 に 歌詞 を提 供 した だ け で,彼 の 弟 子

た ち が そ れ に 音 楽 を つ け た と い う,よ り徹 底 し た 考 え を 持 つ も の も 多 い

【SAN㎜N　 1987:3】 。 また,デ ィー クシタル の 楽 曲 の多 くは イ サイ ・ヴ ェー ラー ラル

の ナ ー ガ ス ワラ ム奏 者 た ち に よ って伝 承 され て きた もの で,彼 らの存 在 な しに彼 の今
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日の 名声 は あ り得 な い とす る 【ARUNACHALAM　 l989:1341。 この よ うな解 釈 の 対 立 は,

も う一 人 の三 楽 聖 で あ るテ ィヤ ー ガ ラ ージ ャの場 合 に も顕 著 で あ る。 テ ィヤ ー ガ ラ ー

ジ ャ は,プ ラ ン ダ ー ラ ・ダ ー サ(Purandara　 Dasa,16世 紀),ク シ ェ トラ ー ヤ

(Kshetrayya,17世 紀),ソ ン テ ィ ・ ヴ ェ ソ カ タ ラ ー ーマ ナ イ ヤ(Sonti

Venkataramanayya)等 の 歴 代 の ブ ラ ー マ ン音 楽 家 た ち の ス タイ ル を 継 承 発 展 させ た

とされ る が 【SAMBAMURTHY　 1970;RAGHAvAN　 1983],多 くの イサ イ ・ヴ ェー ラー ラ

ルが,テ ィヤ ー ガ ラ ー ジ ャは主 に(も し くは例 外 な く)自 分 た ち の カ ース トに属 す る

ナ ー ガス ワ ラム奏 者 か ら音楽 を 学 んだ と主張 す る。 また,ラ ージ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ

ッライ も こ とあ る ご とに,そ う主 張 した と信 じ られ てい る14)。

D.イ サ イ ・ ヴ ェ ー ラ ー ラ ル の 葛 藤

　 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライは,そ の ず ば抜 け た 音 楽 的才 能 と物 質 的 成功 で,

現 在 に 至 る まで,イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラル演 奏 家 た ちの あ こが れ の 対 象 とな っ て い る。

彼 は,イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラルが ナ ー ガス ワラ ム音楽 にお い て最 重 要 で あ る と考 え る

ア ー ラーパ ナ に秀 で て いた。 この点 にお い て,イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル は ラ ー ジ ャ ラ

ッテ ィナ ム ・ピ ッライ を 自 らの音 楽 伝 統 を 代表 す る演 奏 家 で あ る と見 な して い る15)0

また,彼 の 知 名度 の高 さや,権 威 あ る寺 院 祭 礼 ・政 治集 会 お よび大 富 豪 や 地 方 名士 の

家 庭 で行 う通過 儀 礼 へ の参 加,そ して さ らに は 彼 の音 楽(主 に ア ー ラー パ ナ)に 対 す

るブ ラー マ ンの熱 烈 な賞 賛 は,イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル に 自己 の伝 統 に対 す る誇 りと

自信 を与 え た 。

　 しか し,イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル の ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ へ の評 価 は,

彼 の ス キ ャ ンダ ラス な性 向の た め,極 めて 両 価 的 で あ る。 イ サイ ・ヴ ェ ー ラー ラルに

14)M.ア ルナーチ ャラムは,タ ミル音楽の歴史 に関す る論考 で,こ れ らのイサイ ・ヴ ェーラー

　 ラル演奏家たちの視点 と響 きあ う歴史解釈を呈示 してい る。 イサイ ・ヴェーラーラルであ る

　 ム ッ トゥ ・タソダヴァル(Muttu　 Tandavar)を 含む,タ ミル語 の詩句に基づいて多 くの楽 曲

　 を作 った三人の非 ブラーマ ソ作 曲家(17～18世 紀)を 「年長 の三 楽聖」 と位置づけ,主 にサ

　 ンス ク リット語 とテル グ語の詩句で作曲 した従来 の 「三楽聖」(19世 紀前半 に活躍)と 対比

　 す る こ とに よ っ て,後 老 の 従 来 お か れ て い る 絶 対 的 な 位 置 を 相 対 化 し て い る

　 [ARUNACHALAM　 1989]。しか し,こ のよ うな視点が文献 に表れ ることは まれ であ る。アルナー

　 チ ャラムの議論 に対す る批判は ラージャゴパ ーラソ[RAJAGOPALAN　 19931に 見 られ る。
15)　 この称賛 の陰影を十分に理解す るには,今 世紀を通 じて即興音楽が 次第 に省み られな くな

　 り衰退 してきた(演 奏におけ る割 合が低下 してきた)こ と,そ してブ ラーマ ンに よってその

　　「衰退」が過剰に言説化 されて きた背景 を考慮 に入れ る必要があ る。 今世紀前半,特 に最初

　 の数十年 にお いては,ア ーラーパナがペ リヤ ・メーラム音楽の最 も重要 な演 目であ った。 こ

　 の演 目の演奏を支持 していた一般 大衆の強 い関心は,1930年 代以降の映画音楽 の急激な人気

　 の上昇 と逆比例 して,弱 まってい った。映画音楽 の他に も,レ コー ド(SP盤)の 制作や ラ

　 ジオ番組が1920年 代に開始 され た ことは,こ れ らのメディアが長時間かけ て演i奏され る即興

　 演奏 に適 さない こともあって,楽 曲中心の レパー トリーへの移行 に拍車をかけた。
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と って,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は 自 らの 音 楽伝 統 の象 徴 で あ る と同時 に,

彼 の存 在 が イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル 音 楽 家 は非 道 徳 的 だ とい うステ レオ タ イ プを 助 長

して い る とみ な して い るか らだ。 イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル の音 楽 家 た ち は ラー ジ ャ ラ

ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の生 活 の ス タイ ル や 習慣 上 の過 剰 に眉 を ひ そ め,彼 に対 す る批

判 は ブ ラー マ ソの それ よ りも辛 辣 な こ とが少 な くない 。 また,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム

・ピ ッライの毒 舌 や軽蔑 的 な態 度 は
,他 のペ リヤ ・メー ラム音楽 家 た ちに 向け られ る こ

と も頻 繁 で あ った ら し く,彼 らの敵 対 心 を も生 ん だ。 一 例 をあ げ る と,ラ ー ジ ャラ ッ

テ ィナ ム ・ピ ッライ は 「これ まで どの メー ラカ ー ラ ・パ ヤ ル もで きな か った こ とを,

私 は す べ てや り遂 げ た。」 と公 言 して は ば か ら なか った と され る 【S」脳 ㎜ 　 1961:

45]。 メ ー ラ ッカ ー ラ(melakkara;メ ー ラ ム奏 者)16)や パ ヤ ル(payalu;や つ,小

僧)と い う軽 蔑 を含 んだ 語 の 中 に,彼 の 他 の ナ ー ガ ス ワラ ム奏 者 を 軽 視 す る態 度 を 察

知 す る こ とが で きる。 イサ イ ・ヴ ェー ラー ラル の中 に は,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ

ッライに 専 属 の タ ヴ ィル奏者(太 鼓 伴 奏者)が いな か った のは,名 の あ る演 奏 家 は 彼

の鋭 い言 葉 や 不 敬 な態 度 に よ って 自尊 心 を傷 つ け られ 競演 を さけ た か らだ,と 言 う者

もい る 【cf.　SANKARAN　 l961:52】 。 また,あ る ナ ー ガス ワ ラム奏 者 は ラー ジ ャラ ッテ

ィナ ム ・ピ ッライ が 「皆 は私 を 見 に 来 るの だ 。 伴 奏 者 で は な い。」 と豪 語 した と回 顧

す る。

　 それ に もか か わ らず,イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラ ルは,ブ ラー マ ソが ラー ジ ャラ ッテ ィ

ナ ム ・ピ ッライ の性 向を 誇 張 し,ま た そ れ が イサ イ ・ヴ ェー ラー ラル 演奏 家 の一 般 的

な性 向 で あ る よ うに表 現 す る こ とに 反 発 す る。 この 反 発 は,「 我 々が 酒 を 飲 め ば,そ

れ は飲 まず に お れ な いか らだ が,自 分 た ち の誰 か が 飲 め ば,も し飲 む こ とを認 め るに

して も,そ れ は 個人 の嗜 好 の 問題 だ 」 とい う,あ る ナ ー ガス ワ ラム奏者 の嘆 き に も似

た述 懐 に も明 白 に あ らわ れ て い る。

　 ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ に 関 す る言 説 を,今 世 紀 の南 イ ン ド古 典 音 楽 にお

け る も う一 人 の カ リス マ 的 音 楽 家 で あ るT.R.マ ハ ー リ ソ ガ ム(Mahalingam,

1926-1986)の そ れ と比 較 す る こ と は,こ の 問 題 に 別 の角 度 か ら光 を 当 て る。 マ ハ ー

リンガ ムは ブ ラ ーマ ソの フ ル ー ト奏 者 で,こ の楽 器 で は 比肩 す る者 の な い天 才 的 音 楽

家 と言 わ れ るが,彼 の性 向 と して列 挙 され る特 徴 は ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ

の それ と酷 似 して い る。 マハ ー リンガ ム も気 が変 わ りやす い こ とや 泥酔 す る こ と な ど

16)　 メー ラッカー ラ(ソ)(melakkara[nJ)は,メ ーラム(mela〃 の とカーラソ(karan)か ら

　 なる。 メーラムはペ リヤ ・メーラムと同義 に用いられ ることが多 く,ま たカーラ ソは 「～を

　 する人」 を意味す る接尾辞 で,メ ーラ ッカー ランはペ リヤ ・メーラムの演奏老 を意味す る。

　 ナーガス ワラ ・ヴィッ トゥヴァー ソ(ナ ーガス ワラム音楽家)に 比べ侮蔑的な語 である。
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の,否 定 的価 値 が 付 加 され て い る習慣 で知 られ て い るが,こ れ らの特 徴 は 天 才 に よ く

あ る一 種 の 気 ま ぐれ と見 な され,ブ ラ ーマ ンの コ ミュ ニテ ィー全 体 に共 通 す る性 向 と

して 語 られ る こ とは 全 くな い。 この こ とは,ブ ラ ーマ ン自身 が 支 配 的言 説 にお け る主

役 であ る こ と考 えれ ぽ,何 の驚 きに も値 しな いか も しれ な いが,イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー

ラルが ブ ラ ーマ ソに よ く見 られ る とみ な す偽 善 的 傾 向 へ の不 信 感 を 助長 す る結 果 とな

って い る。

　 現 代 の イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル演 奏 家 た ち の心 理 的葛 藤 は,彼 らの経 済 的基 盤 や 音

楽面 で の 称 賛 ・承認(芸 術 的充 足 感)に お い て ブ ラ ーマ ソに依 存 しな け れ ぽ な らな い

一 方
,そ の ブ ラ ーマ ンが,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に関 す る逸 話 を媒 体 と し

て イサ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル 全 体 の否 定 的 な性 格 づ け を して い る こ とに 起 因 す る。 前 述

した ラー マサ ー ミ ・ナ ー イ カル の 呼 びか け の 効果 もな く,今 世 紀 を通 じて 非 ブ ラー マ

ソに よる古 典 音 楽 へ の保 護 ・支援 は次 第 に 減 少 して きた。 古 典 音 楽 は ブ ラ ーマ ソの文

化領 域 で あ る とい う観 点 が,非 ブ ラ ーマ ソた ち の 間 で定 着 した こ とが,そ の 最 大 の 原

因 で あ る と考え られ る17)0こ の 結 果,古 典 音 楽 を 生業 とす る イ サイ ・ヴ ェー ラ ー ラル

演 奏 家 の ブ ラ ーマ ソに 対 す る依 存 度 は 以前 よ り高 ま っ て い る とい え る。 イサ イ ・ヴ

ェー ラー ラルは ペ リヤ ・メ ー ラ ム とい う 自分 た ち の コ ミュ ニ テ ィ ーで受 け 継 が れ て き

た 伝統 に非 常 な誇 りを持 ち,一 般 大 衆へ の音 楽 の教 化 や 今 日の カル ナ ー タ カ音 楽 の形

成 に も多大 に寄 与 して きた とい う自負 が あ るが,こ れ らは ブ ラ ーマ ソた ち に認 め られ

て い な い。 そ のた め,ブ ラー マ ソに よ って 自分 た ち は長 年 不 当 な扱 い を受 け て きた と

い う思 い は 強 いが,公 然 と個 人 で挑 戦 す る こ とは,雇 い主 で あ る ブ ラ ーマ ソか ら仕 事

(演奏 の機 会)を も らえ な くな る可 能性 が強 く,自 殺 行 為 に 近 い。過 去 には,ブ ラ ー

マ ンに よ る差 別 に抗 議 す るた め の集 団 的 デ モ ンス トレー シ ョソが 行 わ れ た こ と もあ っ

た18)0し か し,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ の よ うに特 異 な 才能 と人 気 を 持 った

17)古 典音楽が 「ブラーマ ン化」す るに従 って,非 ブラーマ ソの音 楽愛 好家 には独立 した 自分

　 たちの音楽文 化を望む声が強 くな った。 この ような希求が1935年 に始ま った,い わゆ るタ ミ

　 ル音楽運動 の大 きな推進 力 となった。 この運動 は,「三楽聖」 に代表 される ブラーマ ソ中心

　 の古典音楽(サ ンス クリッ ト語 とテル グ語楽曲が主流)に おいて軽視され ているタ ミル語楽

　 曲の奨励 と普及を 目指 した。当初は,国 民会議派 の指導者で,二 度マ ドラス州知事を務めた

　 C.ラ ージャゴーパー ラーチ ャー リーのよ うに,著 名なタ ミル ・ブ ラーマンの支持者 も多数

　 存在 したが,非 ブラーマ ンの支持者か らサ ンス クリッ ト・テル グ両語に よる楽 曲の演奏を禁

　 止すべ きであ るとい う過激 な意見がで るにつれ て,彼 らは次第に運動か ら距離 をお くよ うに

　 なった。

18)最 もよ く知 られた集 団に よる挑戦的行為は,1971年 のテ ィヤ ーガラージ ャ ・アー ラーダナ

　 祭の開催中にお きた。 この記念祭では,寺 院祭礼 で神像を山車に乗せて行列行進す るの と同

　 じよ うに,テ ィヤーガ ラージ ャの肖像をかかげて行列行進す るのが一つのハイ ライ トにな っ

　 ている。 この行列には,ペ リヤ ・メーラム音楽が欠かせな い。 この年参加が予定 されていた

　 著名ペ リヤ ・メーラム演奏家た ちは,直 前になって演奏を一斉にボイ コッ トし,ブ ラーマ ソ/
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演奏家以外には,自 分の仕事が他にとって替わ られる可能性が高いために,個 々の演

奏家にとって正面から対立することは容易ではない。

5.マ ル ッ トゥヴ ァル演 奏家 の場 合

　 イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル以 外 に もペ リヤ ・メ ー ラ ム音 楽 の演 奏 に 従事 す る カ ース ト

集 団 が い くつ か あ る。そ の中 で も,主 な 世襲 の職 業 が 理 髪 業(男 性 の 場 合)で あ る カ ー

ス トに 属 す る ペ リヤ ・メー ラム演 奏 家 は,タ ミル ・ナ ー ドゥ州 北部,お よび カル ナ ー

タ カ,ア ン ドラ ・プ ラデ ー シ ュ両 州 の南 部 地 域 な ど,南 イ ソ ドの広 範 囲 な地 域 に 分 布

す る。 この 中 で も,マ ル ッ トゥヴ ァル(Maruttuvar)と 称 され る タ ミル人 音 楽 家 は,

マ ドラス市 を含 む タ ミル ・ナ ー ド ゥ州北 部 に広 く分 布 して い る19)。P.サ ソバ ム ール

ッテ ィは,18世 紀 以 来 数 多 くのペ リヤ ・メー ラム演 奏 家 が マ ドラスで 活 躍 して いた と

記 して い るが 【SAMBAMURTHY　 1939:4351,筆 者 が集 め た音 楽 家 た ち の系 譜 に よ る と,

現 在 同市 で 活 躍す る演 奏 家 の大 多 数 は,今 世 紀 に入 って か ら,周 辺 地 域(特 に チ ング

ル プ ッ ト県,南 ア ル コ ッ ト県)よ り移 住 した マ ル ッ トゥヴ ァル演 奏 家 また は彼 らの子

孫 で あ る。 マ ドラス 市 に お け る人 口の増 加 は,1920年 代 に な っ て か ら顕 著 に な り,

1940年 代 の10年 間 に は60%以 上 の 増 加 を 記 録 した[CHANDRASEKHAR　 1964】。 こ の急

激 な人 口増 加 に 伴 って増 大 した通 過 儀 礼(主 に結 婚 式)に 必要 な音 楽 の演 奏者 の需 要

に 答 え る形 で,マ ル ッ トゥヴ ァル の ペ リヤ ・メー ラム演 奏 家 た ち が マ ドラスに移 り住

ん だ と考え られ る20)。

　 マ ドラス は,19世 紀後 半 以 来,古 典 音 楽 の 中 心 地 と して の地 位 を 確立 して い った 。

そ の 背 景 に は,そ れ ま で古 典 音楽 の保 護 者 で あ った 宮 廷 の衰 退 と,東 イ ン ド会 社 の エ ー

ジ ェ ン ト(ド バ ー シ ュ)と し て 富 を 蓄 え た 音 楽 愛 好 家 た ち の 存 在 が あ っ た

【RAGHAvAN　 l958;HIGG-N$19761。 マ ドラス に お け る古 典 音 楽 の新 しいバ トロ ソた

ちは,カ ル ナ ー タ カ音 楽 だ け では な く,ペ リヤ ・メ ー ラ ム音 楽 に も,寺 院祭 礼 や 個 人

主 催 の 演奏 会 を通 じて,演 奏 の場 を 提供 す る よ うに な って いた 。 この 中 で も,最 も有

＼ 優 位 に反 対 す る手 書 きの 声 明文 が 開 催 地 で あ る テ ィル ヴ ァイ ヤ ー ル の町 中 に 貼 られ た[THE

　 HINDU　 l　971】。 記念 祭 の企 画 者 は,近 郊 に 住 む 他 の 演 奏 家 を急 遽 集 め て,何 とか 行 列 を 無

　 事 終 了 す る こ とが で きた 。

19)　 マル ッ トゥ ヴ ァル は 自称 で,他 の グル ー プか らは ア ソバ ッ タ ン(Ambattan)ま た は ナ ー

　 ヴ ィ ダ ソ(Nvitan)と い う蔑 称 で 呼 ぽ れ る こ とが 多 い。 ま た,イ サ イ ・ヴ ェ ー ラ ー ラ ル演

　 奏 家 た ちは,こ れ らの名 称 さ え用 いず に,剃 刀 を頬 にあ て る仕 草 で,マ ル ッ トゥ ヴ ァル演 奏

　 家 の カ ー ス ト帰属 を示 す こ とが多 い。

20)同 様 に,マ ドラス の 人 口増 加 に 伴 って,家 庭 儀 礼 を 司 る ブ ラ ー マ ン司 祭(プ ロー ヒ ダル,

　 purohidar)が 周辺 地 域 か ら移 住 した こ とが報 告 され て い る[SuBRAMANIAM　 1974】。
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名 な の は チ ェ ンナ ケサ ヴ ァ(Chennakesava)寺 院 で 毎 年 開 催 され た ペ リヤ ・メ ー ラ

ム音 楽 の コ ンテ ス トだ った。 高額 の 賞 金 が付 け られ た こ ともあ って ,権 威 のあ る音 楽

祭 の様 相 を 呈 し,優 秀 な演 奏 家 が技 を競 った21)0こ の よ うな 演 奏 の機 会 の 増 加 に よ っ

て,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ を は じめ と して 多 くの 実 力 の あ る イサ イ ・ヴ

ェー ラ ー ラル のペ リヤ ・メー ラム演 奏家 が マ ドラス を訪 れ る こ とに な り,ま た そ の結

果,マ ドラス在 住 の マ ル ッ トゥヴ ァル演 奏 家 た ち は,最 高 の演 奏 水準 を持 った これ ら

の タ ン ジ ャ ヴール 出身 の演 奏 家 た ち の演 奏 に 接 触 す る機 会 が 生 まれた 。

　 マル ッ トゥヴ ァル音 楽 家 た ちは,ペ リヤ ・メ ー ラム音 楽 へ の 「新 参 者 」 で,他 の職

業 が あ るた め 音 楽演 奏 は副 業 的 で,そ の た め音 楽 上 の レベ ル も低 い とみ な され て い る。

彼 らは,こ の よ うな否 定 的 な イ メ ー ジを変 え よ うと悪 戦 苦 闘 して きた。 ペ リヤ ・メー

ラ ム音 楽 だ け で 生計 を立 て てい る演 奏 家 が マ ドラス には 多 く存在 す るが,タ ソジ ャー

ヴ ール地 方 出 身 の ブ ラー マ ソや イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル には,マ ル ッ トゥヴ ァル演 奏

家 は本 業 であ る理 髪 業 の片 手 間 に演 奏 に 出か け る とい うス テ レオ タ イ プが 根強 く残 っ

て い る。

　 この ス テ レオ タ イ プ の存 在 が,彼 らの 自分 た ち の ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ

との結 び つ きの描 写Y`影 響 を 与xて い る。 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は何 度 と

な く公 演 の た め に マ ドラ スを訪 れ て い る し,特 に晩 年(1950年 以 降)に は,彼 が 長 年

専 属 楽 師 と して所 属 して いた テ ィル ヴ ァー ヴ ァ ド ゥ ドゥライ の僧 院 と の不 和 も影 響 し

て,マ ドラス に移 住 した 【TumLAN　 1988:153】 。 この こ とは,マ ドラ ス在住 の マ ル ッ

ト ゥヴ ァル と この稀 有 な 音 楽家 との接 触 の 機 会 を増 大 す る こ とに な った 。前 に述 べ た

よ うに ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ が 伴奏 者 の選 択 に 無頓 着 であ り,ま た直 弟 子

が ほ とん どい なか った(を と らなか った)た め に,マ ル ッ トゥヴ ァル演 奏家 た ちが ラ ー

ジ ャ ラ ッテ ィ ナ ム ・ピ ッ ライ へ 接 近 す る こ とを可 能 に した 。 他 の著 名 な イ サ イ ・ヴ

ェー ラ ー ラル の ナ ー ガス ワラム奏 者 が,自 己 の カ ース トに属 さ な い伴 奏者 との競 演 を

か た くな に拒 否 した(も し くは慣 習 的 に 禁 止 され てい た)の とは 対 照 的 に,ラ ー ジ ャ

ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は,第 ニ ナ ー ガス ワ ラム奏 者 以 外 はほ とん ど誰 で も よ く,時

と して マ ル ッ トゥヴ ァル の演 奏 家 の 伴 奏 を も許 す こ とが あ った と され るzz)0

21)特 に優 れ た演 奏 を した 奏 者 に は 高 価 な贈 物 が与 え られ る こ と もあ った。 ヴ ァイ デ ィ ヤ ナ ー

　 ダ ・バ ー ガ ヴ ァタ ルは,あ る年,秀 逸 な演 奏 を した 二 人 の ナ ーガ ス ワ ラム 奏者 に,金 で で き

　 た ナ ー ガ ス ワラ ムが 贈 られ た こ とを 記 して い る[VAmYANATHA　 BxAGAVATxAx　 1986:18】 。
22)　 ラー ジ ャ ラ ッテ ィ ナ ム ・ピ ッライ は,イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル以 外 のペ リヤ ・メ ー ラ ム演

　 奏 家 の進 出 を容 易 に した と考 え られ る。 彼 の晩 年,第 ニ ナ ー ガス ワ ラム奏 者 と して 活 躍 した

　 カー ル ク リ ッチ ・ア ル ナ ー チ ャラ ム(Karukurichi　 Arunachalam,1921-1964)は マル ッ トゥ

　 ヴ ァル で は な い が,タ ミル ・ナ ー ド ゥ州 南 部 の テ ィル ネ ル ヴ ェ ッ リ県 出 身 で パ ン ダ ー ラ ム/
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　 マル ッ トゥヴ ァルは,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ を,多 くの著 名 なイ サ イ ・

ヴ ェー ラー ラル 演奏 家 の出 身 地 で あ る タ ソジ ャー ヴー ルだ け で は な く,南 イ ン ド全 体,

つ ま り自分 た ち の住 む マ ドラス を も含 め た ナ ー ガス ワ ラム音 楽 界 に おけ る,最 高 の 演

奏 家 と して位 置 づ け る。 こ の位 置 づ け では,彼 の カ ース ト帰 属 は 巧 み に後 景 に押 しや

られ る。 マ ル ッ トゥヴ ァル は,ラ ー ジ ャ ラ ヅテ ィナ ム ・ピ ッ ライの 生存 中 に,タ ンジ

ャ ー ヴー ル 出身 の 名演 奏 家 が 数 多 く輩 出 した こ とを 認 め るが,演 奏 の水 準 や ス タイ ル

が 地 域 に よ って 異 な る とい うイ サ イ ・ヴ ェー ラー ラル の 主 張 を 退 け,近 年 の タ ソ ジ

ャ ー ヴ ール地 方 に お け る音 楽的 レベ ル の地 盤 沈 下 は 著 し く,タ ミル ・ナ ー ドゥ州 内 で

は 質 的 な優 劣 は ない と主張 す る。 マル ッ トゥ ヴ ァルは ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ラ

イ の音 楽 を賞 賛 す る と同 時 に,彼 の カ ース ト帰 属 を 強 調 しな い こ とに よ って,彼 と 自

分 た ち の共 通項 を前 面 に 押 し出 し,ペ リヤ ・メー ラム音 楽 の 正 当 な継 承 者 と して の 自

己 の存 在 を 規 定 して い る。

　 マ ル ッ トゥ ヴ ァル の 中 に も人 気 の あ る ナ ー ガス ワラ ム奏 者 が 出現 す る よ うに な る

と,イ サイ ・ヴ ェー ラー ラル に よる ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の解 釈 に も影 響

を与xる よ うに な って きた 。 第 一 に,他 の非 イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラル音 楽 家 た ちの 進

出 の場 合 も 同様 だ が,イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラ ルの 音 楽家 た ち の間 に 以前 に は見 られ な

か った職 業 的 結 束 が生 まれ た 。 イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル は,自 分 た ち よ りも,低 い社

会 的 地 位 を持 つ とみ な す マ ル ッ トゥヴ ァルか ら明確 に距 離 を置 く必 要 が あ る。 タ ソジ

ャー ヴ ール地 方 にお い て も,マ ル ッ トゥヴ ァル の ペ リヤ ・メ ー ラム演 奏 家 は存 在 す る

が,イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル演 奏 家 との 間 で,演 奏 の場 が ほ とん ど完 全 に 分離 され て

い る23)。イ サ イ ・ヴ ェ ー ラ ー ラルは,ブ ラ ー マ ンや 高位 の非 ブ ラーマ ンた ち の通 過 儀

礼 や,彼 らが バ トロ ソで あ る寺 院 で の演 奏 を 生業 とす るの に 対 し,マ ル ッ トゥヴ ァル

は 低 位 の 非 ブ ラ ー マ ソ の 通 過 儀 礼 に お け る 演 奏 を 主 た る収 入 源 と し て い る

[SRINIvAsAN　 1984:142】 。 しか し,こ の よ うな タ ンジ ャー ヴー ル地 方 に お い て は 明 白

な イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラル と マル ッ トゥ ヴ ァル との 相違 や 優 劣 関 係 は,他 地 域 出 身 者

の 多 い マ ドラス に おい て は必 ず しもは っ き りして いな い24)。そ の結 果,イ サ イ ・ヴ ェー

＼(Pandaram)と い うカ ース トに所 属 す る。 職 業 を さす 語 と して は,パ ンダ ー ラムは 非 ブ ラ ー

　 マ ン僧 侶 を さ し,寺 院 儀 礼 で必 要 な花 輪 を作 った りテ ー ヴ ァ ー ラ ム(tevara〃t)と 呼 ば れ る

　 シ ヴ ァ神 を た た え る唄 を 歌 う。 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の 死後,ア ル ナ ーチ ャ ラ ム

　 は,1964年 に亡 くな る まで,ナ ー ガ ス ワ ラム音 楽 界 の 第 一人 者 と して活 躍 した。 彼 の成 功 は,

　 1960年 代 以 降顕 著V'な る イサ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル 以外 の カ ー ス トに 属 す る演 奏家 た ち の進 出

　 を 促 した と考 え られ る。

23)　 タ ソジ ャ ー ヴー ル地 方 に お い て も,マ ル ッ ト ゥヴ ァルは 自称 で あ る。他 の グル ー プか らは,

　 主 にパ リヤ ー リ(Pariyari)と して知 られ て い る。

24)あ る イサ イ ・ヴ ェー ラー ラルの 銀 行 員 は,彼 が タ ンジ ャー ヴ ー ル県 か らマ ドラス に転 勤 し/
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ラ ー ラル が ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の カ ース ト帰 属 に 焦 点 を あ て るの は,彼

が マ ル ッ トゥ ヴ ァルを 含 む ペ リヤ ・メ ー ラ ム音 楽 全 体 の 象徴 と して機 能す る可 能性 を

減 少 させ るため で あ る。 また,マ ル ッ トゥヴ ァル との 区別 を 明確 に す る こ とが,1940

年 代 に正 式 に カ ー ス トの 名称 を メー ラ ッカ ー ラルか らイ サ イ ・ヴ ェー ラー ラルに 改 め

る最 大 の要 因 に な っ た と も言 われ る[SUNDARAM　 1992b]25>

　 第 二 に,マ ル ッ トゥ ヴ ァル 演 奏 家 の進 出 は イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル に タ ン ジ ャ ー

ヴー ル地 方 で発 展 した音 楽伝 統 の優 位 を 強 調 す る事 を 推進 した。 タ ソジ ャー ヴール は

イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル の ペ リヤ ・メ ー ラ ム演奏 家 と,こ の地 方 に家 系 や 師 弟関 係 を

通 じて つ なが りの あ る ブ ラ ーマ ンの カ ル ナ ー タ カ音楽 家 の共通 項 とな り,イ サ イ ・ヴ

ェ ー ラー ラル が対 抗 して きた カル ナ ータ カ音 楽 に まつわ る威 厳 や権 威 が,こ の場 合 は

マ ル ッ トゥヴ ァル に対 して利 用 され る こ とに な る。 さ ら に,マ ル ッ トゥヴ ァル は声 楽

の 素 養 が不 十 分 で あ る と い う理 由 で批 判 され,声 楽 家 と して も非 凡 な 才 能 を示 した

ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライは,ナ ーガ ス ワラ ム音楽 にお け る声 楽 の重 要 性 の証

と して 引用 され る。 ブ ラ ーマ ソが ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッラ イを 自己 の音 楽 的領

域 に 引 き込 む た め に 使 われ て いた 論 理 が,こ こでは イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラルが マル ッ

トゥ ヴ ァル との差 異 を 明 白にす るた め に 用 い られ る こ とに な る。

6.お 　 わ 　 り　 に

　 本 稿 では,ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に 関す る言 説 が,南 イ ソ ド古典 音 楽 文

化 の ア イ デ ンテ ィテ ィーや,音 楽文 化 内部 にお け るカ ー ス ト問 の 競合 とどの よ うに結

び つ い てい るか を探 って きた 。 ペ リヤ ・メー ラ ム音 楽 に関 与 す る三つ の カ ース ト集 団

(プ ラー マ ソ,イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル,マ ル ッ トゥヴ ァル)に 焦点 を当 て,彼 らの

ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ヅラ イに 関す る解 釈 上 の差 異 が,各 集 団 の南 イ ソ ド社 会,

そ して 古典 音 楽 文 化 内 で の ハ イエ ラキ ー上 で の位 置 づ け に関 す る競合 の焦 点 とな って

い る こ とを見 て きた 。 ま たそ れ と同 時 に,天 才 的 音 楽家 を 自己 完 結 的 な分 析対 象 と考

え る従 来 の エ リー ト主義 的 な問 題 設 定(ど の よ うな音 楽的 特 徴 が 一個 人 を 天 才 に な し

＼ て来 た 際,他 地 域 出身 の 銀 行 幹 部 か らナ ー ガ ス ワ ラム演 奏 家 の 息 子 で あ る とい うだ け で,軽

　 蔑 的 な 態 度 を とられ た こ とY'驚 いた と述 懐 す る[KARTHIKEYAN　 l987】。

25)A.シ ュ リ ニ ヴ ァ ー サ ン は,カ ー ス ト名 の 変 更 は,1948年 に 行 わ れ た と す る が

　 [SRINIVASAN　 1985:1876】,イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラルの語 はそ れ 以 前 に も散 見 す る[THE　 HIN-

　 DU　 1938;LAKsm虹 　 1984:14】 。 こ の新 しい カ ース ト名 は1950年 の マ ドラス州 の 後 進 カ ー ス

　 トの リス トに 記 載 され て い るか ら,遅 く と も この年 まで に 州 政 府 に も認 知 され て い た と考 え

　 られ る 【SARAswATHI　 l　974:216-217】 。
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え るか)か ら離 れ て,個 人 の 音 楽 家 の研 究 が い か に 効果 的 に音 楽文 化 総 体 の ダイ ナ ミ

クス と関係 づ け られ るか を 模 索 した。

　 非 ブ ラー マ ソ運動 に よっ て継 続 的 な攻 撃 に さ ら され た ブ ラー マ ソは,自 己 の文 化 的

アイデンティテ ィー と道 徳 的 な 優 位 を維 持 す る必 要 が あ った 。 彼 らは,そ のた め の 有

効 な 文 化領 域 を 古 典音 楽 に見 い だ し,こ の 目的 に 合 致 す る よ うな古 典音 楽 像 を創 り出

して きた と考 え られ る。 ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に 関す る逸 話 に基 づ い て構

築 され た,不 道 徳 で堕 落 した イサ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル 音 楽家 とい うブ ラ ーマ ソの 「語

り」 は,非 ブ ラー マ ンを公 的 に認 め な い効 果 的 な 口実 を 提供 し,従 って カル ナ ータ カ

音 楽 を 自己 の文 化 的 領 域 で あ る と定 義 づ け る こ とを 可 能 に した。

　 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライが 現在 の イサ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル に と って,ど れ

ほ ど象 徴 的 に重 要 で あ るか は,今 世 紀 に お け るペ リヤ ・メ ー ラ ムの おか れ た 状 況(彼

らの解 釈 に 従 った)を 考 慮 す る こ とに よって初 め て十 分 に理 解 され る。 まず 第 一 に,

ペ リヤ ・メ ー ラ ム音 楽 の芸 術 的 レベ ルが 今 世 紀前 半 のそ れ と比 べ か な り低 下 して い る

とい うこ とが 広 範 囲 に,し か も強 く信 じられ て い る とい う背 景 が あ る。 多 くのイ サ イ

・ヴ ェー ラー ラルは ペ リヤ ・メ ー ラムの衰退 の理 由を ,ブ ラ ーマ ソの保護 ・奨 励 の減 少

や,ペ リヤ ・メ ー ラ ムに取 って 代 わ る形 で人 気 の 出 て き た映 画 音 楽 の 台頭 に求 め る。

支 配 的 言説 に おけ る 「衰 退 」 の考 え を考 慮 に入 れ れ ば,シ ンボ ル と して の ラー ジ ャラ

ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の影 響 力は 現在 の方 が,彼 の 生存 中 よ り大 きい と言 え る。 そ れ

は,ア ー ラ ーパ ナ(即 興演 奏)と い う芸術 的 に 最 高 の価 値 が おか れ,ま た彼 らの音 楽

的アイデンティ テ ィーで もあ る領 域 の 演奏 頻 度 が 減 少 して い る ときに,ラ ー ジ ャ ラ ッ

テ ィナ ム ・ピ ッ ライが そ の音 楽 伝 統 を 象徴 してい るか らで あ り,ま た,イ サ イ ・ヴ ェー

ラー ラル 以 外 の ペ リヤ ・メ ー ラム音 楽 家 が,以 前 に は 考 え る こ ともで きな か った人 気

と名声 を博 し,ペ リヤ ・メ ー ラ ム音 楽 にお け るイサ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル の圧 倒 的優 位

が崩 壊 しつ つ あ る と きに,ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ は ブ ラ ーマ ンが課 した 「不

当 」な 境 界線 を越 境 す る こ とが で き るほ どの 名声 を 獲 得 した と考 え られ て い るか らだ 。

　 多義 的 な シ ソボル と して の ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の分 析 か ら,カ ース ト

の 異 な る音 楽 家 や パ トロ ンた ち が採 用 す る言説 的戦 略 は,南 イ ソ ド音 楽 文 化 に存 在 す

る権 力 関 係 を反 映 して い るだ け で は な く,そ れ 自体 が 自己 に 有 利 な イ デ オ ロギ ーを 補

強 す るた め の極 め て 政 治 的 な実 践 で あ るこ とが 理 解 で き る。

　 楽 曲 と即 興 音 楽 の 相 対 関 係,器 楽 に 対 す る声 楽 の優 位,「 聖 人 音 楽 家 」 と い う理 想

像 な ど とい った,南 イ ソ ド古 典 音 楽 の アイ デ ンテ ィテ ィ ーに深 くか か わ る諸 側 面 に関

す る相 異 な る解 釈が,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッラィ の も ってい た と され る属 性 に
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関 す る言 説 に お い て競 合 され る。 イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラル は,ブ ラ ーマ ン優 位 へ の完

全 な 服従 に抵 抗 し,拒 否 す る手 段 を ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に見 いだ す 。報

復 を さけ るた め,彼 らの対 抗 的 解 釈 が ブ ラー マ ソに 直接 突 きつ け られ るこ とは 少 な い

が,イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル は,自 己 の音 楽 的 伝 統 へ の誇 りを 持 ち,ま た ブ ラ ー マ ソ

支 配 に 抵 抗 した 未 曾 有 の 才能 を持 った 音楽 家 と して の ラー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッラ

イ の イ メ ー ジを喚 起 す る こ とに よ って,音 楽 上 の優越 感 さえ味 わ うこ とが で き る。 さ

らに,ラ ージ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に 関す る言説 は,彼 の生 存 中 に ペ リヤ ・メ ー

ラム音 楽 に起 こった 根 本 的 な変 容,特 に儀 礼 的 コ ンテ クス トにお け る演奏 伝 統 の弱 体

化 とい う現 象 に,説 得 力 の あ る説 明を 提 供 す る手 段 と して も機 能 してい る。

　 イ サ イ ・ヴ ェー ラー ラル とマ ル ッ トゥヴ ァル間 での ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッラ

イ の解 釈 の相違 は, .支 配 的 言説 と従 属 的 言説 の 間 の重 層 的 な 関係 を映 し出す 。 イ サ イ

・ヴ ェー ラー ラル が マル ッ トゥヴ ァル に対 して優 位 を保 持 す るた め に,声 楽 の最 重 要性

を強 調 す る こ とは,ブ ラー マ ソが イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル を 劣位 に お く手 段 と して使

う,こ の音 楽 の 側面 を補 強 して し ま う とい う効 果 を持 つ 。 この よ うに,知 らず 知 らず

の うち に支 配 的 言説 を承 認 した り補 強 した りす る ことは,従 属 グル ー プに は 稀 な 現 象

で は な い 【MEMMI　 1965;FANoN　 1967;FREIRE　 1970;GaaNtsci　 1971:333;NAN-

DY　 1983;hooks　 l989;ScoTT　 1990]。 非 プ ラー マ ソ音 楽 家 た ちは,ブ ラー マ ンが

大 多 数 を 占め る音 楽 協会 ・学 界 に よ りブ ラー マ ソ音楽 家 が 優 遇 され て い る こ とを 非 難

す る一 方,い った ん 彼 ら 自身 が 個 人 的 にそ れ らの 団体 か ら演 奏 の 機 会 や称 号 が 与 え ら

れ る と,そ れ らに まつ わ る威 厳 は 他 の メ ン�_Vr対 す る優 位 を 示 す た め に利 用 され る

こ とが 多 い。

　 今 や 古 典 的 とな った ホ ブ ズ ボ ー ム と レイ ンジ ャー の 「伝 統 の 発 明」 に 関す る論 考

【HoBsBAwM　 and　RANGER　 1983】 や,こ れ に触 発 され た数 多 くの研 究 が指 摘 す る よ う

に,過 去 は しば しば 現 在 を操 作 す るた め に使 わ れ る。 現在 を正 当化 し,理 解 し,ま た

は 批 判 す る た あ に,過 去 は 選 択 的 に 記 憶 さ れ,忘 却 さ れ,創 り 出 さ れ る

[MCDONALD　 1986;TONKIN,　 MCDONALD　 and　CHAPIvlAN　 1989;BROW　 1990;LEACH

1990]。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に 関 す る複 数 の 解 釈 は,対 立 と相 互 依 存 を

特 徴 とす る カ ース ト関係 か ら出 自 し,か つ 対応 す る とい う点 で,南 イ ン ド音楽 文 化 に

お け る権 力関 係 の諸 相 を 体 現 化 して い る。 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ とい う一

カ リス マ的 演奏 家 は,南 イ ソ ド音 楽文 化 に 関与 す る個 人 や 団体 が,そ の文 化 内 で の 自

らが 定 め る(ま た は希 望 す る)位 置 を正 当 化 し,そ の位 置 に お け るア イ デ ンテ ィテ ィー

を 確 か な もの に す るた め に,彼 の 属性 に複 数 の 解釈 が 与 え られ る競合 の場 を提 供 して
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